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第３章遺構４５

Ｃ－１５ＳＫ４

ＳＫ４は、東西135cm、南北108cmの楕円形に近

い形であった。底は西の方が２段となっていたが、

深い所で60cmであった。出土遺物は土器片28点、

ブレーク類17点（下呂石13点、チャート１点、玉

髄３点）であった。
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第38図の如く配石が見られ、人為的な配石遺構

とみて精査したところ、配石の中の１個は完形な

石mであった。配石排除後、その下を半割した。

その結果、きれいに掘り込まれた上坑となった。

出土遺物は土器片80点、磨石１点、ブレーク類２

点（下呂石）であった。
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第38図、-22石皿配石遺構とＳＫ１
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以上、主なＳＫ（士坑・土壌）について述べてきたが、他のＳＫ、Ｐ（ピット）については

－部を省略したものもある。集中的な上坑（土壌）・ピットについては第36図で一括紹介し、

出土遺物については石器は第13表の通りである。土器については主な遺構の遺物を拓影で示す

ことにした。 （野村宗作）



４６第１節縄文士器

遺 物第４章

第１節縄文十器

第１号住居趾の縄文土器

第１号住居趾の土器群として「炉阯内出土の土器」「柱穴と考えられるピット内出土の土器」

｢住居趾の推定範囲内出土の土器」に分けて記述する。遺構編で触れたように、「住居趾の推定

範囲内出土の土器」については、撹乱による混入と思われる上器も多く含まれているが、まと

めて報告することにする。

炉阯内出土の土器（第39図、図版９）

ｌ～５は同一個体である。無文の平底をもつ深鉢で、胴部にＬＲの縄文を施すが、胴部卜半

から底部にかけては粗雑な調整で縄文を暦り消している。縄文を残す器面には、２～３条を１

単位として縦横斜めに浅い沈線文を施すが、全体の文様構成は把握できない。色調は黄榿。底

部から胴部にかけてはまっすぐ外に開く断面形態（第80図Ａ類）で、底部の直径は約８．５cm・

圧痕は不明で、ナデ調整されている。後期前葉の土器と思われる。６は、肥厚する口縁部にＬ

Ｒの縄文を施す縁帯文系の土器である。７．８は沈線文。９．１０にはＲＬ、11～13には、ＬＲ

の縄文が施される。

柱穴と考えられるピット内出土の土器（第40図）

２は、波状の口縁部に沿う形で、少なくとも３条の沈線を波頂部に向けて引く。気屋式に関

係する士器と思われる。４は、半裁竹管によって低い隆起線を表す。その下は縄文である。

住居趾の推定範囲内出土の土器（第41～45図、図版10～16の上）

主体は後期前葉であるが、時期を異にする土器も多く含まれているため、以下のように１～

８群に分けて記述する。

1群後期前葉の土器５群縄文、条線文

２群後期中葉の土器６群底部

３群後期後葉の土器７群士錘

４群晩期前半の士器８群把手
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第39図第１号住居吐炉吐内出士土器
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第40図第１号住居阯の柱穴と考えられるピット内出土土器
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第41図第１号住居趾の推定範囲内出土土器(1)１群



４８第１節縄文士器

１群（第41～43図、第44図１～25、図版10～14）

後期前葉の土器群である。口縁部が肥厚する縁帯文系の土器、気屋式や堀之内式に類似する

土器、微隆起線文をもつ宮田式土器など様々な形式のものが入り混じり、注口土器も含まれる。

出土量が多く、形式等も様々なので、ｌ～Ⅵ類に分類して記述する。

１類（第42図、第43図1～３，図版10の下～12の上）

口縁部が肥厚する縁帯文系の土器群を￣括した。小破片ばかりで全体の器形を把握できるも

のはないが、口縁部等の文様により、更にａ～ｄ類に分類して記述する｡

ａ類（第42図１～５、図版10の下）

口縁部に渦巻文をもつもの。本遺跡の中で、口縁部を肥厚させた土器はかなり出土している

が、口縁部に渦巻文をもつ土器はこのｌａ類とB-12P23に１点（第51図24）しか存在しない。

その意味では、第１号住居趾の性格を考える上での資料的価値は高いと思われる。

いずれも頚部がくびれ、波状をなす口縁部がわずかに外反する。肥厚した口縁部は頚部との

間に段を作るが、２の段はゆるやかである。色調は、黄榿（１）、黒褐色（２）、赤褐色（３゜

４）、褐色（５）と様々で、２の内面および５の口縁部にはすすの付着が見られる。

渦巻にはそれぞれ特徴がある。１は、左右の渦巻が連続的につながっており、渦巻の方向も

形も同じである。２は、渦巻の中心が入組状になる。２条の沈線を１単位として渦巻文を施文

するような形になっている。Ⅲ類の土器（第43図27）やＣ－７ＳＫ２の土器（第52図６）にも

よく似た手法をもつものがある。５では、波頂部の渦巻文に対向する形で左に沈線の横位区画

文を施す。頚部には、沈線で幾何学的な文様を施したり（ｌ～４）、縄文を斜位に施したり

（５）している。肥厚した口縁部に渦巻文をもつ土器は、古川町の「中野山越遺跡」や高山市

の「垣内遺跡」などにも見られる。

ｂ類（第42図６～２２．２５～26、図版10の下～11）

口縁部に沈線文や刺突文を横走させるもの。６は、口縁部の肥厚が弱く、波状をなす。口縁

部に沿って横走する２条の沈線文は、波頂部近くで条数を増やす。「入」字文風になるかも知

れない。色調は暗赤褐色。７も肥厚が弱く、口縁部が波状をなす。６．７．１４．１６の頚部には

ａ類のように沈線で幾何学的な文様が施されており、時期的共通性をうかがわせる。

横走する沈線文が区画を作るもの（１３．１４．２５．２６）や斜位に短沈線を引くもの（15～17）

もある。１８は、狭い肥厚口縁部に押引文を連続して施す。１９．２０は、口縁部の２条の沈線間に

連続刺突文を施す。共に波状口縁であるが、１９は内轡する。２２は、頚部がくびれ、口縁部が外

反する。肥厚した口縁部の一部を突起状に膨らませ、そこに短沈線と刺突文を縦位に施す。胴
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５０第１節縄文土器

部は縄文。色調は明褐色で、胎土に小石を含む。すすがかなり付着している。２５．２６は、波状

になる口縁部が肥厚する。肥厚部分に沈線区画をもち、中に刺突文を連続して施文する。

ｃ類（第42図23～２４．２７～30，第43図１，図版11のトー12の上）

□縁部に縄文を施文するもの。施文方向はすべて斜位で、頚部以下にも施文するもの（第４２

図23～２４．２７～29，第43図ｌ）と無文のもの（第42図30）がある。更に、口縁部内面にも施文

するもの（第42図29，第43図１）や□縁部に沈線を横走させるもの（第43図１）もある。第４３

図lのように、口縁部が肥厚し、そこに沈線を横走させるものが、Ｂ－３ＳＫ１に１点（第４９

図２）ある。

d類（第43図２～３，図版12の上）

、縁部が無文のもの。頚部以下も無文である。

Ⅱ類（第43図４～７．１０．１３．１４、図版12）

口縁部の肥厚は認められず、主に沈線で施文するもの。口唇部に縄文を施したり（４．１４)、

沈線を引いたり（４）するものが見られる。１０は、３条の横位沈線文の端に刺突文を施す。１３

は、波状の口縁部が内轡する。口縁部の上端より沈線文が施される。色調は暗褐色。気屋式に

関係する土器かと思われる。７と８には、器面に赤彩が認められる。時期が新しくなるかも知

れない。

111類（第43図８～９．１１～１２．１５～28、図版12～１３の上）

沈線文や刺突文を施すもので、□縁部に近いものや胴部の破片を一括した。１類や11類と関

係が深く、その胴部文様を構成する可能性の高いものを多く含む。１１は、沈線間に押引文、１２

は、沈線間に小さ目の三角形刺突文を連続施文する。色調は暗赤褐色。気屋式に関係する土器

である。三角形刺突文をもつ上器は、C-l6P32で１点（第57図４）、包含層で６点（第72図

１～６）出土している。２５～28は渦巻文。２５は、内面にも沈線で渦巻状の文様を施す。２７は、

ｌａ類の土器（第42図２）と同じように、渦巻の中心が人組状になる。

Ⅳ類（第43図29～33，第44図１．２、図版13）

注口土器と思われるものを一括した。第43図の30は磨消縄文。３１．３２は、渦巻状の文様をも

つ。３３は注ｎ部。長さ3.9ｃｍで、やや上向きに反る。基部の内径1.3cm、外径2.2cm・先端部

の内径1.5cm、外径2.2cmで「寸胴」型である。注口部'二面と胴部の間もつながっていたと思わ

れる痕跡が認められる。色調はにぶい黄榿。
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５２第１節縄文土器

第44図１．２は、注口土器の口縁部に付けられた環状の把手。１は、口唇部上の小突起に□

縁部から続く沈線文によって渦巻文を施す。口縁部も沈線文である。色調は赤褐色。２も形や

文様がほぼ同じ。色調は褐色。共に堀之内式に比定されよう。注口土器の把手は包含層にも１０

点近く出土している（第78図）が、ほとんどは環状の部分が口唇部の上にあり、この２点とは

やや異なる。

Ｖ類（第44図３，図版13の卜）

ねじり棒状の突起をもつもの。第１号住居趾から２点出土しているが、１点は磨滅が激しい

ため１点のみ報告する。口縁部は無文で、口唇部にはそろえた２本の粘土ヒモの両端を互いに

逆方向にねじって１本の棒状にし、それを突起として張り付けた様子がはっきり確認できる。

色調は黄榿。すすが付着している。なお、このねじり棒状の突起をもつものは、包含層からも

1点（第73図28）出士している。

後期前葉を中心とした土器に付けられるこの種の突起は、「南垣内技法｣、「山並状口縁部突

起装飾（山並状装飾)｣2）「ねじり棒的なかざり把手｣3）「ネジリヒモ状突起｣4)「網状｣5）など様々

に表現されている。縄文中期以降飛騨で盛んになる「ねじり棒」と呼ばれる把手もこの突起も

２本の粘土ヒモをねじって作っており、手法としては共通性をもつ。そのため、ここではとり

あえず、「ねじり棒状の突起」と表現しておくことにする。時期については堀之内式併行とさ

れている。

Ⅵ類（第44図６，図版13の下）

口唇部を「Ｔ」字状にし、そこに押引沈線文を施すもの。器面は無文で、ていねいなナデ調

整がしてある。色調は黄褐色。包含層出土の土器（第72図１９．２７）に口唇部形態が似る。

V１１類（第41図、第44図４～５．７～25、図版１０の上、図版13の下～14）

微隆起線文をもつ土器群を一括した。微隆起線文をもつ後期の土器は、飛騨では宮田式土器

として知られ、出土する遺跡も多い。宮田式土器は、増子康眞氏によって形式設定された土器

で、後期前半称名寺式～堀之内式併行の飛騨特有の土器6)とされている。本遺跡では、第１号

住居趾を始め、士坑やピット内、包含層からも多く出土している。微隆起線文への刻みの有無

等により、ａ～ｃ類に分けて記述する。

ａ類（第41図２、第44図４～５．７～１０、図版１０の上、図版13の下～14の上）

微隆起線文に刻みを伴わない宮田式２類と呼ばれているもの。第41図２は、「○脚」状の脚

台をもつ小型の鉢と思われる土器で、台底部の口径は約６cm・脚部と台底部の間は空洞となっ
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５４第１節縄文土器

ている。色調は黄櫨。脚の股や膝、足首にあたるところには微隆起線文が左右前後対称に施さ

れており、宮田式と関係が深い上器と考えられる。

第44図４．５．７は、何条かの微隆起線文を横走させる。７の口唇部には、縄文が施されて

いる。８は、「Ｚ」字状の微隆起線文。９．１０は、縦位に微隆起線文を施し、９には、地文と

して縄文が施されている。

ｂ類（第41図１．３，第44図11～20、図版10の上、図版13の下～14）

微隆起線文に刻みを伴うもので、宮田式１類と呼ばれているもの。第41図１は、前述のａ類

の土器（第41図２）と同じ層位ですぐ近くから出土した小型の台付鉢である。口径は約11cm・

台底部は空洞になっており、底部口径約５．５cmを測る。口唇部には推定４単位の小突起が付け

られ、そこから微隆起線が直立に立ち上がる部分を垂下する。この微隆起線区画内には、２条

１単位の沈線が２段に施文される。台の付け根には刻みのある微隆起線が巡ることから、宮田

式１類と関係の深い土器といえる。なお、第41図３は無文の小型台付鉢であるが、第41図１や

２と同じ層位ですぐ近くから出土していることから、１．２と同時期のものと考えられる。第

44図11～20は、ほとんどは横位に刻みのある微隆起線文を施すが、縦方向に延びるもの（18,

19）もある。１１は、口縁部上端にも刻みのある微隆起線文をもつ。刻みには、細いもの（12,

17）や太いもの（13）もあり、施文方向も縦位、斜位と様々である。地文として縄文を施して

いるもの（11,17～19）もある。１４は、刻みではなく、刺突を微隆起線文に施す。宮田式１類

より新しいかも知れない。

ｃ類（第44図21～25、図版14の下）

微隆起線文に円形刺突文を伴うもの。宮田式とすることもできるが、堀之内式として分類し

た方が良いものもある。いずれも微隆起線文が縦横に交わる付近に円形刺突文を施す。２４と２５

の円形刺突文は「８」の字状を示しており、堀之内式に比定できるものである。２１と24の微隆

起線文には、ｂ類と同じく刻みが施され、２４には縦位に太めの沈線が引かれる。２３～25は、地

文に縄文を施す。

２群（第44図26，第45図１～７，図版14の下～15の上）

後期中葉の加曽利Ｂ式に類似する土器群である。この時期、飛騨では加曽利Ｂ式土器の影響

が強くなるようで、河合村「室屋遺跡」や高山市「垣内遺跡」などで良好な資料が出土してい

る。本遺跡では、この第１号住居趾の推定範囲内や包含層（第７４．７５図）で少し出土した。い

ずれも小破片で、器形まで把握できるものはほとんどないが、文様から見て加曽利Ｂｌ式のも

のが多いと思われる。
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５６第１節縄文土器

第44図26と第45図１～２は、ほぼ５条を１単位とする条線文を横位に巡らせる。この条線文

は、少し太い沈線に区画された中にあって、途中に無文帯をはさみながら、何段かに施文され

ている。第44図26は、口縁部が外反し、波状□縁の波頂部に台形状の小突起をもつ。口唇部に

は、斜位に刻みを施す。台形状の小突起は内面に張り出し、上から２点の刺突文を施すが、１

点ははずれて斜めから施文したように見える。色調は暗褐色で、無文部はナデ調整。

第45図１は、１～２条の条線によって入組状に沈線文を施す。この文様は、包含層出土の土

器（第74図１０）とよく似る。器面にはすすが付着している。注口土器と思われる。２も、注口

土器であろう。５条の条線により渦巻文を施す。色調は共に褐色。すすが付着している。

３は、表にも内面にも沈線でていねいな渦巻文を施す。渦巻の中心には穿孔が見られるｃ内

面の渦巻は表の渦巻よりやや大きめである。４～６は、赤褐色の器面全体に細かい条線を斜め

に引く。同一個体かも知れない。すすも付着している。７は、磨消縄文。縦位に２列の列点文

があり、補修孔らしい穿孔も見られる。

３群（第45図８．１０．１１、図版15）

後期後葉と思われるもの。８は、波状の口縁部が外反し、狭い有段の肥厚部を作り出してい

る。そこに、縄文を斜位に施す。口縁部下にも縄文を施し、太めの沈線を引く。１０は、八日市

新保式に類似するもので、波状口縁に沿って横走する２条の沈線が、波頂部で３条の縦位短沈

線によって切られた形になっている。１１も口縁部が肥厚し、そこに３条の沈線引くが、１群I

類（第43図）に含まれる可能性もある。

４群（第45図９．１２～18、図版15）

晩期前半と思われるもの。９．１４．１５．１７は、御経塚式に類似する。１４は、磨消縄文で、沈

線が集まる中央部分は欠損しているが、ここに玉を抱いていた可能性がある。１５．１７は、三叉

文らしい文様をもつ。１５の沈線文は入組状で、服部に縄文を施す。１７は、沈線で三角形の文様

を施す。色調は暗褐色で、器面は研磨されている。

5群（第45図19～24、図版15の下～16の上）

縄文や条線文を施すもの。１９～22は縄文。２１は、頚部が強くくびれる。２３．２４は条線文。

６群（第45図25～28、図版16の上）

２５～28は底部。２５は、底部からまっすぐ外に開く断面形（第80図Ａ類）で、胴部下髻半は沈線

文が施される。底部はナデ調整で、直径は推定約７cm。２６の網代圧痕は第81図ＡＣ類にあたる。

27は、葉脈圧痕。２８の底部断面形態は第80図Ａ類。網代圧痕（底部圧痕分類のＡｂ２類）で、
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底部の直径は約９cm。

７群（第45図29、図版16の上）

直径1.5～1.7cmの管状の上錘で、表面を磨って平面i状にしたところがある。長軸の中心から

少しずれたところに貫通する孔があく。色調は赤褐色である。

8群（第45図30、図版16の上）

半面に沈線を引く把手と思われるもので、下部中央に深い指圧痕がある。

〔注〕

1）大江命（1965）「飛騨の考古学Ｉ」

２）戸田哲也（1993）「飛騨を中心とした縄文後期前半土器の様相」

『先史考古学研究』第４号

３）増子康眞（1992）「宮田式土器細別（試論)」「どっこいし」第40号

４）高山市教育委員会（1991）『垣内遺跡』

５）同上（1988）「寺東遺跡、西保木（対岸）遺跡」

6）紅村弘・増子康眞他（1978）「東海先史文化の諸段階（資料編Ⅱ)｣、前述（増子1992）

但し、戸田哲也氏は「宮田式土器の編年的位置は堀之内２式の範囲を超えない」（前述、

戸田1993）として、増子康眞氏とは異なった見解を示されている。
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第２号住居趾出土の縄文土器（第46図、図版16の下）

床面と思われるところから主に後期前葉の土器が出上したが、混入と思われる土器も含まれ

ていた。１は、微隆起線文をもつ宮田式２類土器。２は、口縁部上端から口唇部へ沈線を互い

達いに引く。内面iを張り出させ、そこにも短沈線を引く。堀之内式に関係するｔ器である。３

は、頚部に刺突文、胴部に縄文。５～７は磨消縄文。加曽利Ｂ式に類似する。９は、、唇部に

刻みを施す。無文の口縁部に輪積みの跡が残る。色調は褐灰色。１１にも輪積みの跡が残る。

第３号住居趾出土の縄文土器（第47図、図版17）

住居趾の床面より検出した土器であるが、－部撹乱によって時期の違う十器も混入していた。

１は、綾杉文に沈線文を横走させる。４は、縄文に２条の凹線を引く。６は、沈線区画内に

貝殻腹縁による押圧文を施す。色調は褐灰色。７は、２条の半裁竹管文で区画された中に撚糸

文を施す。色調は榿色。６．７は、北陸の影響を強く受けている。８．１０は、無文の□縁部が

やや肥厚し、朝顔形に開く。くびれる頚部に縦位沈線文を引くが、１０には両端に円形刺突文を

伴う隆起線も施される。色調はにぶい榿色。11も同類の土器である。１２は、撚糸文に太い沈線

文を横位に引く。色調は褐灰色。８及び10～12は、中期末に比定される土器で、包含層に同類

の上器（第65～67図）が多く出土している。

１３は、埋甕である。無文の深鉢で、口縁部がやや肥厚して外反する。口径は推定30.5cm・頸
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部から胴部にかけては張り気味になり、底部へすぼまる。口唇部は残存しない。意図的に叩い

て削ったと思われる。色調は明赤褐色。すすの付着も見られる。底部の断面形態は第80図Ａ類。

直径は約12.8cm・底部網代圧痕は第81図ＡＣ類になる。

第４号住居趾出土の縄文土器（第48図、図版18）

住居阯の床面やプランは確認できなかったが、石囲炉の周辺から主に中期後葉と思われる土

器が出土した。１は、太めの沈線文による区画の中に撚糸文を施す。色調は赤褐色。２．３は

、縁部で、上端を含めて３条の隆起線と縦位平行沈線文を施すが、隆起線には刻みがある。内

面は「<」の字状に張り出す。２は、Ｃ－１７ＳＫ３出土の土器（第55図３）に近似する。７．

８は、条線文に隆起線。１０は、縄文に沈線による波状懸垂文を施す。沈線の波状懸垂文を施す

上器は、包含層（第68～69図）にもある。１１には、交互刺突による波状文も見られる。

１３は、埋甕で、条線文を縦位に施すが、－部不規則な施文も見られる。Ｕ縁部や底部は欠損、

胴部は樽状に張る。色調は褐灰色で、すすの付着も認められる。’1ｺ期後葉と思われる。

写真８第３．４号住居hL付近の発掘風景



６２第１節縄文土器

土坑(土塘）・ピット出土の縄文土器

本遺跡では、100を超す士坑（士擴）・ピットが検出されたが、遺物が出土しなかったものも

多く、報告は一部だけにとどめる。

Ｂ－３ＳＫ１出土の土器（第49図１～10、図版19の上）

１は堀之内式に類似する。やや外反する口縁部には、口唇部より２条の隆起線が垂下する。

これは、口唇部を跨いで口縁部内面にも延び、袋状につながる。ここから、□縁部に沿って１

条の隆起線も横走する。色調は暗褐色。２～４は、口縁部が肥厚するもの。２は、器面全体に

ＲＬの縄文を、３は、肥厚部にＬＲの縄文を施す。２の肥厚部には１条の沈線文が横走する。

よく似た土器が第１号住居趾の推定範囲内に１点（第43図１）ある。４は、胴部に宮田式２類

に見られる微隆起線文を「Ｔ」字状に施す。色調はにぶい黄榿。本遺跡においては、宮田式と

思われるものの巾に口縁部が肥厚するものはこの土器以外には見当たらない。宮田式土器の標

準遺跡となっている萩原町の「宮田遺跡」では、口縁部が肥厚するものは縁帯文士器として宮

田式４類に分類されているが、微隆起線文をもつものは見られないようである')。５も宮田式

２類。６は、内側に屈折する狭い口縁部の屈折部に沈線を横走させ、口縁部内面に段を作る。

包含層出土の土器（第72図25）に似る。

Ｂ－４ＳＫ２出土の±器（第49図11～15、図版19の下）

１１は、口縁部に沿って横走する沈線のＦに幾何学的な沈線文を施す。口唇部は磨滅が激しく、

拓本には表現できなかったが、沈線を施した跡がかすかに残っている。堀之内式に関係する土

器である。１２は、口縁部上端より施される刻みのある隆起線区画内に、沈線で渦巻状の文様を

施す。１３は、内轡する波状の口縁部に沿って、刺突を伴う２条の微隆起線文を横走させる。色

調は暗褐色。宮田式１類と思われるが、微隆起線文に刻みではなく刺突を施す宮田式土器は、

本遺跡ではこの１点だけである。15は、条線文で、胎士に雲母を多く含む。

Ｂ－４ＳＫ３出土の土器（第49図16）

１６は、ＲＬの縄文を施す。ＳＫ３ではほかに極小破片ばかり12点の土器が出土したが、全体

に後期的である。

Ｂ－４ＳＫ４出土の土器（第49図17～20）

１７は、口縁に沿って横走する微隆起線文に刻みを伴う宮田式１類土器。色調はにぶい黄燈。

18には、渦巻状の沈線文が施される。
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Ｂ－４ＳＫ５出土の土器（第49図21～24、図版19の下）

２１．２２は、口縁部が肥厚する縁帯文系の土器。２１の内轡する口縁部には、２個の円形刺突文

をはさんで長楕円文らしい沈線文が施され、中央に押引沈線文が横走する。無文帯をはさんで

胴部には縄文が施される。色調は暗褐色。２２は、器面全体に縄文を施し、口縁部の太い沈線文

の末端に円形刺突文を施す。

Ｂ－５ＳＫ９出土の土器（第49図25～29、図版19の下）

２５．２６は、微隆起線文をもつ宮田式２類土器。２７．２８は、晩期前葉の御経塚式に類似する。

28は、内側に肥厚した□縁部内面に三叉文をもつ。玉は見えないが、玉抱き三叉文に似た文様

である。

Ｂ－６ＳＫ１０出土の土器（第49図30～34）

３０は、深い凹線文と細い沈線文をもつ中期と思われる土器。３１．３３は沈線文。３２は微隆起線

文。３４は、人組状の沈線文を施す晩期の土器である。色調は黒褐色。入組文をもつ晩期中葉の

中屋式に類似する土器は、包含層（第75図）にも見られる。

Ｂ－７ＳＫ１２出土の土器（第50図１～５，図版19の下）

１は、沈線区画内に矢羽状の沈線文を施す。矢羽状沈線の中には施文具の筋が残る。４は、

中央の隆起線に向けて右より施文具を押しつけた後、沈線を引いている。

Ｂ－７ＳＫ１３出土の土器（第50図６～10）

７は、口唇部や小突起上に圧痕を施す。６と共に晩期の土器と思われる。８．９には、土器

を製作する際の粘土ひもの輪積みの跡がくっきりと残っている。

Ｂ－８ＳＫ１４出土の土器（第50図11～14）

11は、微隆起線文に刺突文を施す。微隆起線に接して両側に沈線を引いており、宮田式１類

とはやや異なる要素をもつ。１３は、条線文が不規則に施文される。色調は赤褐色。胎士に小石

を多く含む。１４には輪積みの跡だけでなく、粘土ひもの剥離痕も残っている。

Ｂ－８ＳＫ１５出土の土器（第50図15～17）

15は、刻みを伴う微隆起線文をもつ宮田式１類土器。１７の口唇部には指頭圧痕が施されてい

る。晩期の土器と思われる。
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６６第１節縄文土器

Ｂ－８ＳＫ１６出土の土器（第50図18～23）

１８は、内轡する□縁部内面が肥厚し、段をもつ。口縁部には沈線をはさんで隆起線が横走す

る。１９は、□縁部が屈折外反する器形で、口唇部に刻みを施す。口縁部には入組状の沈線文が

見られる。晩期中葉の中屋式に類似する。２２には、粘土ひもを輪積みした跡が残る。

Ｂ－９ＳＫ１７出土の土器（第50図24～28）

２４～27は、晩期中葉の中屋式に類似する。２４は黒褐色。２５．２７は、頚部が強くくびれる。２６

の口唇部には刻みが交互に施される。

Ｂ－９ＳＫ１８出土の土器（第50図29～32）

２９は、口縁部が肥厚し、内面にもゆるやかな段を作る。３０は、縄文を施した口縁部が外反し、

口縁部直下および胴部に深い沈線を引く。

Ｂ－１４ＳＫ１９出土の土器（第51図１～５）

１は、ねじり棒と呼ばれる把手。２本の粘土ひもをそろえてねじったもので、飛騨では中期

から後期の土器によく付けられる。このねじり棒把手は、本遺跡の包含層から出土した２点

(第78図１５．１６）と比べるとねじりか弱いのが特徴である。２は、内轡する口縁部にクランク

状の沈線文を施す。色調は明赤褐色。気屋式に類似する土器である。

Ｂ－１４ＳＫ２０出土の土器（第51図６～７）

６．７は、共に微隆起線文をもつ宮田式２類土器。７の微隆起線文は渦巻状を呈する。

Ｂ－１６ＳＫ２１出土の土器（第51図８～16、図版19の下）

８，９は、波状の口縁部が逆「く」の字状に屈折し、「く」の字上半部に文様帯をもつ土器

である。これは「南垣内型鉢｣2)とも呼ばれる独特の器形をもつ士器で、堀之内式に比定でき

るとされている。本遺跡では、この２点のほかにＣ－７ＳＫ１で１点（第52図３）、包含層で

11点（第70図９，第73図29～31，第74図１～７）出土した。８は、「く」の字上半に刺突を伴

う隆起線区画をもち、中に４条の沈線を引くが、両端の２条は弧状につながる。「く」の字下

半には微隆起線文が横走する。宮田式２類と関係の深い土器といえる。包含層にも２点だけ

(第74図１．２）ほぼ同じ文様構成のものがある。９は、「く」の字上半、下半共に同じ原体で

縄文を施す。

１０は、微隆起線に刻みを伴う宮田式１類土器で、地文に縄文を施す。１１は、内轡する口縁部

と口唇部に細かな縄文を施す。１５．１６は同一個体。□縁部から胴部にかけて沈線文を横走させ
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６８第１節縄文土器

る。沈線文はかなり規則的に引かれており、間隔の広い沈線間には竹管を器面iに垂直に押しあ

てた円形の刺突文をほぼ等間隔に施す。また、口縁部内面には２条の隆起線文を横走させてい

る。１４も同じ仲間の土器と思われる。１４～16は暗褐色である。

Ｂ－１１Ｐ１５出土の土器（第51図17～20）

１７．１８は条線文。１７の口唇部は内面にやや張り出し、中央に沈線を引く。１９は、口縁部に羽

状縄文を施す。上半はＬＲ，下半はＲＬの縄文で、上下で異なる原体を用いているのが特徴で

ある。羽状縄文をもつ土器は、本遺跡では包含層にも２点出土（第75図４．５）しているが、

やはり上下で異なる原体を用いている。後期で羽状縄文をもつ土器は、北陸では酒見式（井口

Ｉ式）に位置付けられ、加曽利Ｂ２式に併行するとされている。

２０は、御経塚式に類似する。波状口縁に沿って横走する４～５条の沈線が上下に分かれて三

叉文を作り出している。左右が破損していて確認できないが、玉抱き三叉文になると思われる。

玉抱き三叉文をもつ士器は、包含層でも３点（第75図22～24）出土している。

Ｂ－１２Ｐ２２出土の土器（第51図21～23）

２１は、縦横の微隆起線が交わる付近に円形刺突文を施す。堀之内式に類似する土器で、円形

刺突文は２列平行して「８」の字状を呈する。２２は、□縁部に３条の微隆起線文を施す宮田式

２類土器。口唇部には縄文を施す。

Ｂ－１２Ｐ２３出土の土器（第51図24）

２４は、肥厚した口縁部（上端が欠損している）に沈線で渦巻文を施す。色調は黄榿。本遺跡

の中で肥厚□縁部に沈線で渦巻文を施す土器は、第１号住居趾の推定範囲内出土の土器の中

(第42図ｌ～５）にも見られるが、２４は次の点で異なる。

．□縁部と頚部の間に段をもたない。

．□縁部の渦巻文が頚部の文様とつながっている。

Ｂ－１２Ｐ２４出土の土器（第51図25～28）

２７は、底部よりほぼ垂直に立ち上がり、その上で外に開く断面形態（第80図Ｃ類）をもつ。

底部の網代圧痕は第81図Ａｂ類である。２８も、底部の断面i形態は27と同じ第80図Ｃ類で、底部

の網代圧痕は第81図ＡＣ類となる。
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Ｂ－１４Ｐ２５出土の土器（第51図29～30，第52図１，図版20の上）

第51図29は、綾杉文を施す。埋甕（第52図１）と同--個体と思われる。３０は沈線文。

第52図lは、伏せた状態で検出された遺構外の埋甕で、底部と後ろ半分を欠く。中期後葉の

曽利式に類似する。色調は、燈、褐色、黒褐色が入り混じる。胴部が張り、平縁の口縁部が内

轡する器形で、口縁部内面は断面三角形状に張り出す。口径は推定31cm・文様は規則的でてい

ねいに施文されている。□縁部の上半はほとんど無文だが、下半との境目を巡る沈線文が所々

に三角形の山を作る。山は６単位で口縁部をｌ周するものと推定される。

口縁部下半には３条の隆起線が巡り、１条目と２条目の間には逆「Ｊ」字状の渦巻文が施さ

れる。この渦巻文の位置は、前述した三角形の山の直下にあたる。また別の見方をすれば、渦

巻文は、隆起線による括弧状区画の中央と区画外の中央にも位置するように施文されていると

もいえる。括弧状区画は推定３単位で口縁部をｌ周する。渦巻文と渦巻文の間は、上下の両端

に連続刺突文が、中央には交互刺突による波状文が描かれている。隆起線の２条目と３条目の

間には、縦位に短沈線が施される。胴部には、推定６単位で胴部を１周する２条の隆起線が垂

下薑するが、上半部には隆起線による縦の括弧状区画が施される。三角形の山と渦巻文、２条の

垂下鬘隆起線は縦に一直線になるように配置されている。

また、口縁部には、割れ目の両側に補修孔が残る。補修孔と補修孔の間の斜め上方向の器面ｉ

には、何かですったような痕跡がある。補修孔も共に割れ目側が斜め上向きにすり減っている。

口縁部内面にも似た様子が見られる。紐のようなものを孔に通し、縛っていたのではないかと

想像されるが、紐は真横ではなく、口唇部を跨ぐように斜め上方向に縛ってあったのではない

かと思われる。また、向かって右側の補修孔の裏側（、縁部の内面）には、すぐ下に未貫通の

穴が残る。補修孔が未貫通の穴の一部を壊していることから、この穴を最初にあけようとした

のだが、位置が下すぎることに気づき、改めて新しい穴をあけたと思われる。未貫通の穴は、

底面の直径約４mm、高さ約３mmの円錐状になっている。石錐のような工具を用いたのであろう

と想像できる。少なくとも、未貫通の穴については、口縁部の内面からあけ始めたことがわか

るが、２つの補修孔についてはどちら側からあけ始めたのかを断定するのはむずかしい。ただ、

最終的には両側から調整を加えていることは確かで、次の資料が根拠となる。

外側の直径中央部の直径内側の直径

（向かって左の補修孔）約７ｍｍ 約４ｍｍ 約６ｍｍ

（向かって右の補修孔）約７ｍｍ 約４ｍｍ約５ｍｍ

Ｂ－１７Ｐ４４出土の土器（第51図31）

把手と思われる。４面の内、１面には１条、１面には２条の深い沈線を引くが、隣接する他

の２面は無文である。注口土器のブリッジの可能性もある。色調は赤褐色。
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Ｃ－７ＳＫ１出土の土器（第52図２～４）

２～４は沈線文。３は、□縁部が逆「く』の字状に屈折し、「く」の字上半部に文様帯をも

つもの。「く」の字上半部には赤彩が認められ、平縁の□縁端部近くには２条の沈線が横走す

る。「く」の字卜半部は欠損していて、文様などはわからない。同様の器形をもつ土器は、こ

のほかに、前述のＢ－１６ＳＫ２１で２，点（第51図８．９）、包含層で11点（第70図９，第73図２９

～31，第74図１～７）出土している。

Ｃ－７ＳＫ２出土の土器（第52図５～11、図版20の下）

５は、半裁竹管によると思われる半隆起線の下に、恐らくは同じ原体を用いての連続爪形文

を２段に施している。６は中期の土器で、ねじり棒把手を模した太い隆起線をもつ。また、沈

線で渦巻状の文様を描くが、渦巻の'二''心は入組状になる。このような手法は、第１号住居趾の

推定範囲内出土の上器（第42図２，第43図27）などにも見られる。ただ、６の場合、別の見方

をすれば、２条ｌ単位の隆起線で渦巻を描いているようにも見える。７は、微隆起線文を狭い

間隔で縦位に施す。右方には、縄文も見える。宮田式とは異なる。

８は、口縁部が「く」の字状に外反し、口唇部に指圧によると思われる圧痕を施す。また、

器面には輪積みの跡も残る。晩期'１１葉の中屋式に類似する土器である。９も、胎士や色調から

見て８と同時期のものと思われる。１０は口縁部か肥厚し、朝顔形に開く中期末のｔ器。１１はゆ

るくくびれる頚部に凹線文を施す。

Ｃ－７ＳＫ３出士の土器（第52図12～16，第53図ｌ～３，図版20の下）

第52図14は、波状の口縁部の降起線に刻みを施す。すすの付着がひどい。宮田式１類に含ま

れるが、やや後出的な感じを受ける。15は、竹管文を口縁部に沿って連続して施す。その卜に

は沈線文を横走させるが、２条を端で弧状につないでいる。

第53図ｌは、口縁部内面iが張り出して段をもつ。内面がていねいに磨かれている。晩期の十

器と思われる。２は、２条の隆起線の両側に綾杉文を施す中期のｔ器。３は、櫛状の工具によっ

て３条の沈線による波状文が描かれる。色調は褐色。

Ｃ－８ＳＫ１出土の土器（第53図４～13、図版20の下）

４～７は、微隆起線文をもつ宮田式２類土器。５．６は、外反するＬ１縁部の上端が外に張り

出し、微隆起線状になる。このような土器は、包含層出士の土器にも４，点（第70図６～８．１０）

ある。10は、縦位にやや太めの平行沈線文を施す。施文間隔は狭いものの、包含層出士のｔ器

(第67図８）と器厚や沈線の様子が似る。１１は、中期後葉の葉脈状文。１２は、沈線区画内に細

かい縄文を施す。内面には凹線を引く。
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第４章遺物７３

Ｃ－１０ＳＫ１出土の土器（第53図14～18）

１４は、無文の口縁部が内轡し、頚部がくびれる。口唇部には小突起をもつ。器面はよく研磨

されている。

Ｃ－１５ＳＫ１出士の±器（第53図19～22、図版21の上）

１９は、微隆起線文をもつ宮田式２類土器。２０～22は、加曽利Ｂ式に類似する。２０は、無文の

口縁部下に６条の沈線文を横走させ、下に22のように沈線を入組文風に施しているようである。

口唇部には２点の刺突文を施す小突起をもつ。口縁内面には沈線を引く。２１は、器面に細かい

縄文を施し、沈線で文様を描く。２２は、４条の沈線文をはさんで人組状に沈線文を施す。いず

れも器厚が薄く、焼成の良い土器である。

Ｃ－１５ＳＫ３出士の土器（第53図23～28、図版21の上）

２３は、縦３条、横２条の隆起線の交点付近に隆起線で渦巻文を立体的に描く。２４は、微隆起

線文をもつ宮田式２類土器。波状口縁に沿って横走する、縁上端の微隆起線は、口唇部上から

垂下する微隆起線につながる。本遺跡で、宮田式として分類したｔ器の中に、口唇部上から微

隆起線を垂下させるものは他に見当たらない。「の微隆起線は「Ｔ」字状になる。色調は黄榿。

25は、同心円状に押引沈線文を施す。同一個体と思われるものが包含層からも出土(第76図18）

しているが、時期はよくわからない。２６は、口縁部が肥厚するもの。２８は、表面iにも内面にも

隆起線をもつ。包含層出土のｔ器（第73図５．６）に似る。

Ｃ－１５ＳＫ４出土の土器（第53図29～30）

２９は、薄手の無文土器。器面はよく研磨されている。

Ｄ－２２ＳＫ１出土の土器（第54図１～５）

石mを含む配石遺構の下にあった土坑（土壌）から出土した土器である。１は、隆起線の両

側に矢羽状沈線文をもつ中期後葉のｔ器。２は、縦位にやや太めの平行沈線文を施す。３は縄

文に沈線文。５は、無文の、縁部が外反する。器形は、本遺跡の中期末の土器に似る。

Ｃ－１７ＳＫ１出土の土器（第54図６～19、図版21の下）

６は、肥厚した口縁部下鑿半より条線文を施し、、縁内面には瘤状の突起をもつ。７～10は、

中期後葉の曽利式上器。７は、交互刺突による波状文をもつ。８は、内轡する口縁部に隆起線

で渦巻文を施す。８．９の隆起線は、２条１単位を基本とする。１０は綾杉文を施す。13.14は、

縄文地に凹線を引く。１９の底部は網代圧痕（第81図Ａｂｌ類）である。
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第４章遺物７５

Ｃ－１７ＳＫ２出土の土器（第54図20～23、図版21の下）

２０は、くびれる頸部の平行沈線間に矢羽状沈線文を施すが、この矢羽状沈線文は２条の縦位

短沈線で区切られる。２１も、頚部が強くくびれる。２２は、内轡する□縁部に沈線を引く。色調

は浅黄色。器面は研磨されている。

Ｃ－１７ＳＫ３出土の土器（第54図24～30，第55図１～５、図版21）

第54図24は、頚部がくびれ、口縁部が外反する器形で、太い隆起線を施す。２５は、□縁部内

面が張り出して段をもつ。無文の、縁部下には、交互刺突による波状文を施す。２６も、隆起線

の間に交互刺突による波状文を、胴部下~半に２条ｌ単位の隆起線と綾杉文を施す。２７．２８．３０

も隆起線に綾杉又。

第54図29と第55図１は、隆起線で渦巻文を施す。２と５は、縄文地に凹線文を引く。３は、

口縁部の内面iが「く」の字状に張り出す。口縁部には、上端も含めて３条の隆起線を横走させ、

刻みを施す。第４号住居吐出士の土器（第48図２）に近似する。４も同じ仲間と思われる。い

ずれも中期後葉の土器である。

Ｃ－１８ＳＫ１出土の土器（第55図６～12、図版21の上、図版22の上）

６．７は、頚部がくびれ、口縁部が外反する器形で、内面が少し張り出して段を作る。、縁

部には刻みを伴う隆起線で区画を作り、縦位に平行沈線を引く。７の胴部には、縄文地に凹線

で「Ｕ」字状の弧文を連続して施文する。９は沈線文。11.12の底部断血形態は第80図Ｃ類。

網代圧痕は共に第81図Ａａｌ類である。１１の底部直径は約8.5cm・胴部には縄文が施される。１２

の底部直径は約12cm・胴部は無文である。

Ｃ－１８ＳＫ２出土の土器（第55図13～17、図版22の上）

１６は、微隆起線文をもつ宮田式２類土器。17は、くびれる頚部に沈線文を施す。包含層出土

の土器（第73図13）に似る。

Ｃ－１８ＳＫ３出土の土器（第55図18～20）

１８は、外反する波状の口縁部に２条の微隆起線を施す宮田式２類土器。２０は、無文で波状に

なる、縁部の波頂部付近を内面に弱く押し込んでいる。色調は暗褐色。晩期の土器である。

Ｃ－１８ＳＫ４出土の土器（第55図21～22、図版22の上）

２１は、２条の隆起線文に条線文。２２は綾杉文を施す。中期後葉の土器である。
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Ｃ－１８ＳＫ５出土の±器（第55図23～24）

２３は、ねじり棒的な粘土ひもを張り付けて太い隆起線としている。斜位沈線文を区画内にも

つ隆起線と外側の隆起線の間には押引沈線文が施される。２４は、口縁部内面が「く」の字状に

張り出す。口縁部には縦位に沈線文が引かれる中期後葉の土器である。

Ｃ－１９ＳＫ１出土の土器（第55図25～30，第56図１～11、図版22、図版23の上）

第55図２５．２６は、交互刺突による波状文を施す。２７は、口縁部が内脅し、内面が張り出して

段を作る。２条１単位と思われる隆起線で渦巻状の文様を描き、区画内には平行沈線文が施さ

れる。２８は、綾杉文に３条の沈線によって「Ｕ」字状の弧文が施される。２９は、３条１単位の

隆起線が渦巻状の文様を描く。

第56図１．２は同一個体。頚部でくびれ、、縁部が内轡する器形で、口縁部内面に隆起線を

横走させる。頚部の横走する隆起線によって、口縁部上端から施される斜位沈線文と胴部に向

かって施される縦位沈線文を区画する。また、口縁部の隆起線による渦巻文は、垂下して頚部

の横位隆起線につながる。色調は赤褐色。５は、内轡する波状の口縁部を肥厚させている。□

縁部には沈線文と大きめの円形刺突文を施す。気屋式の影響が感じられる土器である。６は、

隆起線に刺突文を細かく施す。７は、一部の条線文を波状に描く。８～10は、微隆起線文をも

つ宮田式２類。９は、堀之内式とすべきかも知れない。１１は、内轡する口縁部に２条の太めの

沈線文を施す。いずれも中期後葉から後期前葉にかけての土器である。

Ｃ－１９ＳＫ２出土の土器（第56図12～25、図版23の下～24の上）

１２は、ＲＬの縄文を施す粗製の深鉢。全面にすすの付着が見られる。１３もＲＬの縄文。沈線

文も施す。色調は赤褐色。１４は、強くくびれる頚部に刺突を伴う隆起線と斜位沈線文を施す。

頚部がこれだけくびれる土器は、本遺跡では他に見当たらない。１７の色調は黒色。薄手で焼成

も良い。１８は、沈線で渦巻文を施す。１９～21は、微隆起線文をもつ宮田式２類。但し、１９の微

隆起線文は断面三角形ではなく、平面状になっている点でやや異質な感じを受ける。２３は、内

轡する口縁部を肥厚させる。□縁部上端から口唇部にかけて斜位に太めの刻みを施し、中央部

に沈線文を横走させる。沈線文の左端には、第56図５と同じような大きめの円形刺突文がある。

気屋式に類似する土器である。２４は、底部からまっすぐ外に開く断面形（第80図Ａ類）で、底

部の直径は推定8.6cm・網代圧痕は、第81図Ａｂｌ類である。２５は、波状の□縁部に付けられた

把手。波頂部と胴部をつなぐ橋状の部分は右方向に押され、沈線で円文が描かれる。口縁部か

ら把手に至る隆起線には刻みが施される。色調は赤褐色。口縁部内面が「く」の字状に張り出

す。中期後葉のものと思われる。
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Ｃ－１６Ｐ３０出士の±器（第57図１）

１は、上部を欠いた小型の深鉢で、底部の直径は約８．５cm・底部より少し上まで軍:直に立ち

上がりながら、その上で外に開く断面形態（第80図Ｃ類）で、網代圧痕は第81図Ａｂｌ類とな

る。器面には縄文が施され、胴部から底部にかけて２条１単位の沈線を引く。鋸歯状になるこ

の沈線文は、４単位で胴部をｌ周する。色調は赤褐色。中期後葉の土器と思われる。

Ｃ－１６Ｐ３２出土の土器（第57図２～４）

４は、ややくびれる無文の頚部に三角形刺突文を連続して施す気屋式土器。左方向への施文

で、三角形の形や大きさ、施文間隔などは包含層出士の土器（第72図２）に似る。

Ｃ－１６Ｐ５７出土の土器（第57図５，図版24の下）

５は、横位沈線文の下に縄文を施す。

Ｃ－１６Ｐ３出土の土器（第57図６～８，図版24の下）

６は、波状で肥厚した口縁部が内脅し、頚部との間に段を作る。波状口縁の波頂部には３条

の上向き弧線を描く。左右には２条の沈線文が横走し、間に円形刺突文を連続させる。頚部に

は、沈線で幾何学的な文様を施す。７も、波状の口縁部が内脅し、肥厚して頚部との間に段を

作る。□縁部には、上端から縄文、沈線文、円形刺突文を|順に施す。共に気屋式に類似する土

器である。８は、狭い口縁部が肥厚し、そこに３条の沈線文が横走する縁帯文系の土器である。

Ｃ－１７Ｐ７出土の土器（第57図９～１０、図版24の下）

９．１０は、共に微隆起線文をもつ宮田式２類上器。９にはすすが付着している。

Ｃ－１７Ｐ９出土の土器（第57図11）

11も、微隆起線文をもつ宮田式２類土器。

Ｃ－１７Ｐ１２出土の土器（第57図12～13）

12は条線文。１３は、細い平行沈線文を施す。中期後葉と思われる。

Ｃ－１７Ｐ２０出土の土器（第57図16～17、図版24の下）

１６．１７は、共に沈線文。［１１期後葉と思われる。
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Ｃ－１７Ｐ３８出土の土器（第57図18、図版24の下）

頚部がくびれ、口縁部が内轡する器形で、口縁部内面は「く」の字状に張り出す。器面には、

２条１単位の隆起線と条線文が施される。隆起線の交点に渦巻文をもつかも知れない。色調は

黒褐色。中期後葉の土器である。

Ｃ－１７Ｐ３９出土の土器（第57図１４．１５．１９．２０）

１４は、口縁部に縄文を施す後期の土器。２０の底部は網代圧痕（第81図Ａｂｌ類）である。

Ｃ－１８Ｐ２出土の土器（第57図21）

２１は、くびれる頚部に隆起線と沈線文を施す中期後葉の土器。

Ｃ－１８Ｐ９出土の土器（第57図22～25、図版24の下）

２２は、２条の隆起線に綾杉文を施す中期後葉の土器。２３は、肥厚する無文の口縁部下から縦

位平行沈線文を引く中期末の土器で、同類のものが包含層から多く出土（第65～67図）してい

る。２４も同時期と思われる。

Ｃ－１８Ｐ４３出土の土器（第57図26、図版24の「）

２６は、後期前葉の土器で、包含層出土の土器（第73図３）と器形や文様構成が似る。頚部上

方に幅広隆起線を張り付け、そこに縦位短沈線と『)(」状に穴の深い刺突文を施す。頚部は強

くくびれ、沈線区画内に縦位沈線文を施す。色調は褐色。

Ｃ－１９Ｐ５０出土の土器（第57図27～30）

２７は、刺突を伴う太い隆起線と沈線文を施す。中期後葉の土器と思われる。２８．３０は条線文、

29は縄文を施す。

〔注〕

l）紅村弘・増子康眞他（1978）「東海先史文化の諸段階（資料編Ⅱ)」

2）戸田哲也（1993）「飛騨を中心とした縄文後期前半土器の様相」「先史考古学研究」第４号
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８２第１節縄文土器

包含層の縄文土器

設定グリットのいずれからも縄文土器が出土した。中でも、Ｂ－３～４の第１号住居hl上層

や、士坑（土壌）・ピットが集中的に検出されたＣ－ｌ６～18での出土が顕著であった。Ｃ－１６

～18の士坑（士塘）・ピット群は後期のものと思われるが、中期の土器の混入も見られた。ま

た、Ａ－１９，Ｂ-19、Ｃ－ｌ９では、層位的な確認はできなかったが、主に上層部で後期、下層

部で中期の土器が大量に出土した。いずれも遺構は伴わず、特にＡ-19、Ｂ－１９は土器捨て場

という感じであったが、窪地との確認はできなかった。数メートル離れたところに第３号・第

４号住居hlがあることから、調査対象区外にも相当数の住居趾が存在している可能性がある。

発掘面積の狭い割には大量の土器が出土したが、撹乱が多く、遺構の検出は困難で、層位的

に把握することも難しかった。そのため、土器の多くを「遺構出土」ではなく、「包含届出士」

として報告しなければならないのは残念である。

出土土器は、中期後葉から晩期中葉にまでわたっている。そこで、ここでは主に時期などに

よって１～12群に分類し、器形や文様等で更に細分することにした。

1群中期後葉の土器７群晩期中葉の土器

２群巾期末の土器８群時期が不明の土器

３群後期前葉の土器９群ミニチュア土器

４群後期中葉の土器１０群縄文を施した土器

５群後期後葉の土器１１群注口土器

６群晩期前葉の土器１２群ねじり棒把手

１群中期後葉の土器（第58～64図、図版25～35）

曽利Ⅱ～Ⅲ式もしくは唐草文系を中心に、－部北陸系を含む上器群を一括した。ほとんどは、

Ａ－ｌ９、Ｂ－ｌ９、Ｃ-17～19のグリットから出土したものである。｜～Vlll類に分けて記述する。

1類（第58～62図、図版25～32の上）

曽利Ⅱ～Ⅲ式もしくは唐草文系に比定される土器群を一括した。ａ～ｃ類に分けて記述する。

ａ類（策58～62図、図版25～29の上、図版31～32の上）

主に、２条１単位の隆起線で渦巻文や区画文を施すもので、区画内に沈線を引いたり、隆起

線間に刺突文を施したりして文様を構成するもの。

第58図ｌは、突起の上面に隆起線で左右連続した渦巻文を施す。表面にも４つの渦巻文を施

し、隆起線区画内には斜位平行沈線文を－部矢羽状に施文する。なお、渦巻文は１条の隆起線

で描かれる。交互刺突による波状文も見られる。突起部側面は外反し、頚部との間に把手を付
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144第４節石器

包含層出土の石器

遺構および包含層から出土した石器類の総数は、約9300点である。遺構出土の石器類につい

ては前述したが、ここでは、遺構出土のものも含めて器種別に記述する。

石鍍（第９１．９２図、図版65）

総数372点である。石材は、下呂石277点（74.5％)、チャート４７点（12.6％)、黒曜石26点

(7.0％)、玉髄20点（5.4％)、その他２点（0.5％）である。石材の組成は飛騨地方の他の遺跡

の例と比較すると、下呂石・チャートに関しては、同様の割合であるが、黒曜石が比較的少な

く、玉髄が多い。後者については、石材供給地が近い点が指摘できる。また、この二者を合計

すると、他の遺跡の黒曜石の割合に近似する')。

形態に関しては基部に着目して、次のように分類する2)。

Ｉ類（１～33）基部に挾りの入るもので、次のａ～ｅに細分する。

Ｉａ類（１～12）丸みを帯びた深い扶り込みが入るもの。

Ｉｂ類（13～15）「<」の字状の快り込みの入るもの。

ＩＣ類（17～23）半円形のわずかな挾り込みが入るもの。

１．類（24～30）凹状のわずかな挾り込みが入るもの。

Ｉｅ類（31～33）深く鋭角的な挾り込みが入るもの。

Ⅱ類（34～37）いわゆる平基鍼であり、基部が直線状をなすもの。

Ⅲ類（３８．３９）いわゆる円基鍼であり、基部側が丸みを帯びて突出するもの。

Ⅳ類（40～42）いわゆる有茎鎌であり、基部に茎をもつもの。

石材と形態の関係については、第６表で示した。Ｉａ類が高い比率を占めているが、チャー

トと黒曜石では、比較的その比率が低く、Ⅳ類が多く見られる。

第６表石鍼の石材と形態

Ｉａ牢Ｉｂｑ二ＩＬ９目ＩｄヨニＩｅヨニｌｌｑ二q＝ＨＢへ［］

（）内は％・石材ごとおよび合計について、形態別に計算したもの。

Ｉａ類 Ｉｂ類 ＩＣ類 １．類 Ｉｅ類 Ⅱ類 Ⅲ類 Ⅳ類 不明 合計

下呂石
115

(41.7）
1２

(４３）
6１

(221）
2５

(９１）
２

(07）
1１

(4.0）
５

(１８）
2６

(9.4）
1９

(６９）
276

チャート
1４

(29.8）
０ 1１

(23.4）
３

(６４）
１

(2.1）
２

(1.3）
1

(2.1）
1４

(298）
１

(2.1）
4７

玉髄
９

(45.0）
１

(5.0）
２

(10.0）
２

(10.0）
１

(5.0）
０ ２

(100）
０ ３

(15.0）
2０

曜石
７

(26.9）
３

(11.5）
５

(192）
２

(７．７）
１

(3.9）
０ ０ ４

(15.4）
４

(15.4）
2６

その他
０ ０ ０ １

(50.0）
０ ０ ０ １

(50.0）
０ ２

合計
145

(39.1）
1６

(4.3）
7９

(213）
3３

(８９）
５

(1.3）
1３

(3.5）
８

(2.2）
4５

(121）
2７

(7.3）
371
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石錐（第93図43～57、図版66上）

総数96点である。石材は、下呂石43点（44.8％)、チャート38点（39.6％)、玉髄13点（13.5

％)、黒曜石１点（1.0％)、その他１点（1.0％）である。石鍼に比べて、下呂石・黒曜石の比

率が低く、逆に、チャート・玉髄の比率が高い点が指摘できる。形態は、次のように分類する。

Ｉ類（43～45）剥片の一端に長い尖頭部を作り出し尖頭部と基部（つまみ部）の機能の

分化が明確なもの。

Ⅱａ類（46～49）棒状を呈し、基部と尖頭部の区分が不明瞭なもので、両端に尖頭部をも

つもの。

Ⅱｂ類（50～55）基部と尖頭部の区分が不明瞭なもので、尖頭部が一端にあるもの。

Ⅲ類（５６．５７）剥片の一部に先頭部を作り出したもの。

石材と形態の関係については、第７表で示した。Ⅱｂ類が多いが、Ｉ類のチャート、Ⅲ類の

玉髄の個数が比較的多い点を指摘することができる。後者については、加工しにくい石材と思

われる点が関係するかもしれない。

第７表石錘の石材と形態

（）内は％・石材ごとおよび合計について、形態別に計算したもの。

石匙（第93図５８．５９、図版66上）

総数４点である。石匙は、一般に縦型と横型に分類されるが、すべて横型であった。石材は、

下呂石２点、チャート１点、珪質頁岩１点である。

ピエス・エスキーユ（第94図、図版66下）

総数71点である。石材は、下臺呂石34点（47.9％)、チャート１２点（１６９％)、玉髄24点（33.8

％)、黒曜石１点（1.4％）である。

Ｉ類 Ⅱａ類 Ⅱｂ類 Ⅲ類 不明 合計

下呂石
２

(4.7）
1４

(32.6）
2１

(48.8）
１

(2.3）
５

(116）
4３

チャート
９

(23.7）
２

(5.3）
1９

(50.0）
０ ８

(211）
3８

玉髄
０ ０ 1０

(769）
３

(231）
０ 1３

曜石
０ ０ １

(1000）
０ ０ １

頁岩
０ ０ １

(1000）
０ ０ １

合計
1１

(lL5）
1６

(16.7）
5２

(542）
４

(４２）
1３

(135）
9６
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へラ形石器（第95図77～82、図版66下）

やや分厚で寸ずまりの縦長剥片の両端を折り取り、その面をそのまま利用した狭小な側面を

もち、長軸方向一端に刃部をもつ石器をへう形石器とした。総数は12点である。石材は、下呂

石８点、チャート１点、玉髄３点である。

削器（第95図83～85、図版66下）

剥片の縁辺に連続的な調整によって刃部を作り出している石器を削器とした。総数18点であ

る。石材は、下呂石７点、チャート１１点である。玉髄製、黒曜石製のものが見られない。チャー

ト製のものが多い点が注目される。

掻器（第95図８６．８７、図版66下）

急角度に調整された刃部をもつ石器を掻器とした。総数６点である。石材は、下呂石５点、

チャート１点である。

快りのある石器（第95図88、図版66下）

８８は両面加工により快り部が作り出されている。石材はチャートである。同様の石器として

他に２点出土した。

ＲＦ（第96図89～92）

剥片に二次加工を施すが、刃部を形成していないものをＲＦとした。総数42点である。石材

別では、下呂石が32点（８９．９０)、チャートが７点（91)、玉髄が３点（92）である。

ＵＦ（第96図93～96）

素材の鋭い縁辺に残された剥離痕が「刃こぼれ」状を呈するものをＵＦとした。総数22点で

ある。石材別では、下呂石が６点（96)、チャートが８点（93)、玉髄が６点（94)、黒曜石が

２点（95）である。

石核（第96図９７．９８，第97図）

総数43点である。石材別では、下呂石が24点（９８．９９．１０１．１０２)、チャートが８点（100)、

玉髄が９点（97)、黒曜石が２点である。

残核の形状から見ていくつかに分類できる。９７．９８は、厚手の板状剥片を素材とし、打面が

転移し残核がレンズ状を呈する。

９９は、長大な剥片を素材とし、平坦な剥離面を打面として同一方向の打撃によって剥片剥離
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作業を行っている。

100は、打面を１か所に設定し、同一方向の打撃によって剥片剥離作業を行っているが、作

業面が打面の全周にわたり、残核が円錐状を呈する。101は、円礫を分割したようなサイコロ

状の剥片を素材とし、打面転移を行いながら剥片剥離作業を行っている。102は、円礫を分割

したような厚みのある剥片を素材とし、打面転移を行いながら剥片剥離作業を行っている。

剥片

剥片類は、総数7,767点である。石材別では、下呂石3,488点（44.9％)、玉髄2,485点（32.0

％)、チャート1,599点（20.6％)、黒曜石195点（2.5％）となる。重量の総計を出すと、下呂

石10,311.09（30.2％)、玉髄14,030.49（41.1％)、チャート9,481.99（27.7％)、黒曜石3５

３．３９（1.0％）となる。つまり、産地がより遠くにある下呂石や黒曜石は小さな個体が多く、

産地がより近い玉髄やチャートは大きな個体が多いということがいえる。

打製石斧（第９８．９９図、図版67）

総数177点である。石材別では、凝灰岩153点（86.4％)、緑色片岩19点（10.7％)、砂岩４点

(2.3％)、泥岩１点（0.6％）である。短冊形（Ａ)、擦形（Ｂ)、分銅形（Ｃ）の３分類が一般

的に行われている。形態別では、短冊形160点（90.4％)、溌形15点（8.5％)、分銅形２点（1.

1％）となる。ただし、形態分類についてはやや暖昧さを残している。

磨製石斧（第100.101図、図版68）

総数109点である。石材別では、蛇紋岩74点（67.9％)、凝灰岩33点（30.3％)、珪岩１点（0.

9％)、ピン岩１点（0.9％）である。形態分類としては、一般的に定角式と乳棒状の２種に分

けられる。ここでは次のように分類する。ただし欠損品が多いので、Ｉ類の細分は推定のもの

もある。

Ｉａ類（128～136）定角式の大型（６cm以上）のもの。

Ｉｂ類（137～144）定角式の小型（６cm未満）のもの。

ＩＣ類（145）定角式でノミ形のもの。

Ⅱ類（146）乳棒状のもの。

形態別では、Ｉａ類78点（71.6％)、Ｉｂ類28点（25.7％)、ＩＣ類１点（0.9％)、Ⅱ類２点

(1.8％）である。凝灰岩製はＩａ類が29点と、やや大型品が多いのに対して、蛇紋岩製はＩｂ

類が25点と、小型品の比率が高くなっている。

147は、両端に刃部を形成する、いわゆる両頭磨製石斧であり、特殊な用途が考えられる。

長さ16.1cmで蛇紋岩製である。
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石錘（第102図、図版69上）

石錘には、切目石錘、有溝石錘、礫石錘の３種類があり、用途の違いも指摘されている3)。

切目石錘は14点出土している（148～152)。長軸方向に切り込みがある、いわゆるＡ種のみ

である。石材別では、凝灰岩10点、粘板岩３点、砂岩１点である。

有溝石錘は７点出土している（153～157)。長軸方向に溝が一周する、いわゆるＡ種のみで

ある。石材別では、凝灰岩５点、粘板岩２点である。

礫石錘は６点出土している（158～160)。石材別では、凝灰岩５点、砂岩１点である。
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磨石・凹石類（第103.104図、図版69下）

磨石や凹石等は分類することが困難であるので一括して扱うこととする。総数は174点であ

る。石材は、凝灰岩、石英安山岩、砂岩等である。形態に関しては、まず、平面形および断面

形によって次のように分類する。

Ｉ類平面形が円形のもの。

Ⅱ類平面形が楕円のもの。

Ⅲ類平面形が長方形のもの。

ａ断面形が円形のもの。

ｂ断面形が楕円のもの。

ｃ断面形が凸レンズ状のもの。

ｄ断面形が四角形のもの。

Ⅳ類上記の分類にあてはまらないもの。

形態別では、Ｉａ類４点（2.3％)、Ｉｂ類20点（11.5％)、Ⅱａ類２点（Ｌ１％)、Ⅱｂ類７６

点（43.7％)、Ⅱｃ類９点（5.2％)、Ⅱｄ類２点（１．１％)、Ⅲｂ類４点（2.3％)、Ⅲｃ類10点

(5.7％)、Ⅲｄ類25点（14.4％)、Ⅳ類22点（12.6％）である。

凹みの数については、いわゆる表面・裏面・その他の面の個数を一覧表に示した。また、凹

みの形状については、敲打痕がかたまって浅い凹みをつくっているもの（１）、すり鉢状にはっ

きりと凹みがあるもの（Ⅱ)、右上がり状に細長い凹みを有するもの（、、その他のもの（Ⅳ）

とした。

凹みのないものは34点あるが、Ⅱｂ類が21点と多い。

石皿・砥石・石鋸（第105図、第107図194.195、図版70上左・上右）

石mは、１１点出土している。石材別では、凝灰岩９点、安山岩１点、砂岩１点である。砥石

は、２０点出土している。大型のものと小型のものがある。石材別では、凝灰岩18点、砂岩１点、

粘板岩１点である。182は、溝が２箇所あり、いわゆる玉磨き用のものと考えられる。195は、

偏平で側辺が鋭く研ぎだされており、石器の擦り切りなどに使われた石鋸であろう。

石棒・石刀・石剣（第106図、図版70下）

石棒は８点出土した。凝灰岩製の大型のものや、粘板岩製の小型のものがある。190は沈線

が数本巡らされている。191は縦に沈線が１本ある。

石刀は５点出土した。192は、「柄頭」が縦長の台形状を呈し、四面に三又文が沈刻されてお

り、沈線が巡っている。「柄」から「刃」に移るあたりに「刃関」がある。「身」の部分の途中

で折損しているが、端面は調整されているようである。193は緑灰色を呈する凝灰岩製の石刀
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である。

石剣は２点出土している。粘板岩製のものと凝灰岩製のものがある。

独鈷石（第107図196、図版71下左）

１点出土した。長さ10.6cmで、最大径5.9cm、最小径4.2cmである。蛇紋岩製である。中央部

に隆起がなく、両頭部が半球状を呈する。いわゆる１－３タイプに相当すると思われる4)。

；
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磨製石器（第107図197、図版71下左）

偏平な蛇紋岩の両面を磨き、磨製石斧の未製品のごとき様相を呈するが、窪みがあり、,性格

不明の石器である。

石製装身具（第108図、図版71上）

穿孔したいわゆる垂飾類が11点出土している。棒状の石の上方に穿孔したもの（２．３）や

偏平な板状の石に穿孔したもの（４．５．８～10）など、様々な形態がある。１は、糸魚川産

のヒスイ製である。産地同定に関する分析は後述する。他の石材は、凝灰岩・砂岩・滑石など

である。７は大きく欠損しているが、穿孔痕が２か所観察できる。１０は板状の石で、勾玉の形

状をしており、穿孔途中のものである。内側の側面に切り込みが２か所ある。１１は、白雲母大

理石製で、比較的大きなものである。やはり穿孔痕がある。
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ほと石（第109図、図版71右下）

長さ5.3cm、幅2.8cm、厚さ1.

5cmの中央部がふくらむ楕円形

をしている。両面から縦長の切

り込みがあり、表面に円形の小

さな窪みが２つ並んでつけられ

ている。表面から側面にかけて

の中央部左右に数本の横線が施

されている。裏面は平滑である。

石材は、流紋岩である。

孔の形から見て垂飾品の可能

,性は薄く、装身具とは思われな

い。女性'性器を模したものとの

判断から「ほと石（陰石)」と『

に二コq二二二℃

､幻ご閏つ ０ ５ｃｍ

第109図ほと石

と呼称する。

〔注〕

1）高山市教育委員会(1982）「糠塚遺跡発掘調査報告書」・同(1983）「向畑遺跡の遺物」．同

（1988）「寺東遺跡、西保水（対岸）遺跡発掘調査報告書」等による。

2）石器の分類については、岐阜県教育委員会（1991）「小の原遺跡・戸入障子暮遣跡」を王

に参照した。

3）石錘の分類等については、渡辺誠（1973）「縄文時代の漁業」を参照した。

4）独鈷石の分類は、鈴木道之助（1981）「図録石器の基礎知識Ⅲ」による。
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第５節中近世の遺物（第110図）

陶磁器類は15点出土した。いずれも攪乱層

蹴鯰&鰯噛鮒:i己騒〃
ある')。

lは、龍泉窯系青磁椀の破片である。内面
jDjlJ１

灘繍旙:蕊亡ｺﾞﾐ鐵

洲系陶器の片口鉢で、Ｉ期末からⅡ期初め、12世紀末から13世紀初頭のものが１点、常滑製の

〔注〕

1）陶磁器類については、富山大学人文学部の宇野隆夫教授にご教示を得た。

2）珠洲系陶器の編年については、吉岡康暢「珠洲の名陶』（1989）を参考にした。

第６節植物遺体（図版72）

渡辺誠

（１）出土状態

岐阜県文化財保護センター飛騨出張所より調査の機会を与えられた植物遺体は、同県吉城郡

国府町荒城神社遺跡より1993年に発掘された２件である。

それらの地区・層位・時期は、次のとおりである。
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資料１：Ｃ－１７Ｐ１・上層出土、後期中葉。

資料２：Ｃ－１７区．Ⅲ層出土、中期後葉。

（２）植物遺体の種類

出土した植物遺体は、ぶな科クリ（CastaneacrenataSiebetZucc.）の１種のみである。ク

リは東北日本の落葉広葉樹林帯の代表的な樹木であり、それらの実は縄文時代の大事な食料資

源であった。クリは甘みがありすぐ食べることができ、縄文早期より食されている。

完形品はみられないが、種皮のついた子葉破片が目立つことから、本来種皮のついた完形品

だけであった可能性が高い。それらの数量は、次のとおりである。

資料１：種皮のついた子葉破片、１０．３１９（図版７２－１）。

子葉破片、２０．０４９（同２）。

合計３０．３５９

資料２：種皮のついた子葉破片、２．１６９（同３）。

子葉破片、８．３４９（同４）。

合計10.50ｇ

それらの総量は40.859で、１個体の平均重量をたとえば青森県黒石市地蔵沢遺跡の場合

(渡辺1993）の1.569で除すれば、２７個体分となる。決して多い量ではないが、本来種皮のつ

いた状態でピット内などに貯蔵されていた可能性がある点に特徴がみられる。

（３）穴貯蔵の意義

農村などの日本の伝統的な社会では、植物質食料の貯蔵に当たっては、おおまかにみて

生貯蔵一短期貯蔵一穴貯蔵

乾燥貯蔵一長期貯蔵一屋根裏貯蔵

の２方法が行われてきている。現代でも冬期の生鮮な野菜は穴を掘って行われていて、特別な

ことではない。これは縄文時代でも同じことであり、後者の場合遺構として残りにくいだけに

すぎない。

その上、穴貯蔵には興味深い利用法がある。それは生のクリを冬期の短期間だけ穴に貯蔵し

貯蔵というより甘みを増やすための加工法とみられるものである。

クリの実の穴貯蔵の話は、青森県・岩手県・新潟県・山梨県・京都府、および韓国の場合な

どについて承知していたし、福島県田村郡大越町において観察の機会を得たこともある（渡辺

1990)。

クリは皮付きのまま砂とともに穴に埋め、砂と一緒に入れなければ芽が出てしまうというこ

とはよく言われ、新潟県では砂グリとよばれている。これは貯蔵穴の土居の観察の仕方に、反
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省を迫ることになるであろう。また今のうちに、飛騨における民俗事例を採訪しておきたいと

思う。

（引用文献）

渡辺誠１９９０

渡辺誠１９９３

｢植物遺体」「船引・堂平遺跡」福島県船引町教育委員会

｢植物遺体」「地蔵沢遺跡Ⅱ」黒石市教育委員会

（謝辞）

最後に、調査の機会を与えられ種々ご教示下さった岐阜県文化財保護センター飛騨出張所の

野村宗作先生に対し、末尾ながら銘記して深謝の意を表する次第である。

第７節骨

Ａ－７．Ｂ－４．Ｂ－１９°Ｃ-18区のⅡ層より骨が細片で見つかった。一部の資料ではある

が、京都大学霊長類研究所の毛利俊雄氏のコメントを頂いた。

骨は縄文時代中期から後期の遺物包含層から出土した２件４点の焼骨の破片である。被熱に

よる変形は強くなく、割れ日ははいっていない。検討の結果をラベルの順番にしたがって記す

と、次のとおりである。

ＡＪＡ－７Ⅱ１点

長さ53mmの四肢長骨片。長さの大半にわたって、骨の長軸を横切る円周の４分の３程度を残

している。色は外面iは薄いクリーム色を呈し、内面は薄い灰色である。部位は左僥骨の骨体下

半部の外側部である可能性が高い。

ＡＪＢ－４Ⅱ３点

３点とも部位不明の四肢長骨の破片である。色は薄いクリーム色を呈し、茶色または濃い青

灰色の斑点をもっている。長さ２cm強の２点は上腕骨、脛骨、大腿骨程度の太さの骨の破片で

あり、他の長さ７ｍｍの１点はより細い骨の破片である。獣骨の可能'性も否定できない。
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第５章自然科学的分析

第１節住居床面の赤色粘十について

㈱パレオ・ラボ東海支店藤根久

荒城神社遺跡縄文時代住居趾（ＳＢ３）において、その床面から赤色部を伴った砂質粘上が

広い範囲にわたって検出されている。この砂質粘土は２．０mm程度以下~の砂を比較的多く含み、

表面から15～20mm前後の深さにわたって赤化（5ＹＲ６／6～l0R6／8）が認められる。この赤化

は表面に向かってその赤化の度合を増す傾向が認められる。蛍光Ｘ線分析による元素分析（定

性）では、Ｓｉ（ケイ素）・Ｆｅ（鉄）・Ａｌ（アルミニウム）・Ｋ（カリウム）・Ｃａ（カルシウム）・

Tｉ（チタン）・Ｍｎ（マンガン）・Ｐ（リン）などが検出され、Ｓｉなどが多いことから周辺域に

普通に産する粘土であると考える。

この表面に向かっての赤化構造は、比較的低温による焼成などで見られることから、熱によ

る赤化である可能性が考えられる。この受熱の証拠を確認する方法として、キューリー温度の

測定などがあるが、ここでは熱残留磁化測定による磁化方向の確認を行う。試料は取り上げ試

料であるが、ブロック取り上げされ、ほぼ水平面が確保された状態であることから、当時の地

磁気伏角の測定が可能である。測定の結果、その残留磁化強度は強く（１０－２～l0-3emu、

この値は窯跡の焼土程度に強い)、その伏角は57.1度（150エルステッド消磁後）であること

が分かった。この伏角とは、磁化の水平面からの角度で（磁針の北は下臺を向くが、この時の角

度)、例えば高山市における現在の伏角は約49.6度である。（理科年表、1993；図１）。一方、

この伏角は、時代とともに変化しており、縄文時代中期後葉における伏角は50～60度の範囲で

あることが分かっている（Ｈｙｏｄｏｅｔａ1.,1993；図２）。このことから、荒城神社遺跡の住居趾

粘土の残留磁化測定による伏角は、ほぼこの当時の伏角を示していると思われ、焼成により当

時の地磁気伏角を獲得した可能,性が高い。ただし、測定試料は１点であり、統計的意味は低い。

このように、状況証拠として、この粘土の赤化は受熱による赤化と判断される。

引用文献

Hyodo,Ｍ､，Ｃ・ItotaandKYaskawa(1993):GeomagneticSecularVariationReconstructed

fromMagnetizationsofWide-DiameterCoresofHoloceneSedimentsinJapan,Ｊ､Geomag，

Geolectr.，45,ｐ669-696．

理科年表、1993；国立天文台編、丸善、ｐ952.
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第２節荒城神社遺跡出土の垂玉、未加工玉材の産地分析

藁科哲男、東村武信（京都大学原子炉実験所）

はじめに

遺跡から出土する大珠、勾玉、管玉の産地分析というのは、玉類の製品が何処の玉造遺跡で

加工されたかということを調査するのではなくて、何ケ所かあるヒスイの原産地のうち、どこ

の原産地の原石を使用しているかを明らかにするのが、玉類の原産地推定である。玉類の原石

の産地を明らかにすることは考古学上重要な意味をもっている。糸魚川市でヒスイが発見され

るまでは、中国、雲南、ビルマ説、発見後は、専ら国内説で、岩石学的方法,)および貴重な考

古遺物を非破壊で産地分析を行った蛍光Ｘ線分析で行う元素比法2,3)が報告されている。また、

碧玉製管玉の産地分析を系統的に行った研究では蛍光ｘ線分析法と電子スピン共鳴法を併用し

産地分析をより正確に行った例4)が報告されている。石鍼などの石器と玉類の製品はそれぞれ

使用目的が異なるため、それぞれの産地分析で得られた結果の意味も異なる。(1)石器の原材産

地推定で明らかになる、遺跡から石材原産地までの移動、活動範囲は、石器は生活必需品であ

るため、生活上必要な生活圏と考えられる。(2)玉類は古代人が生きるために必ずしも必要なも

のではない。勾玉、管玉は権力の象徴、お祭、御守り、占いの道具、アクセサリーとして、精

神的な面に重要な作用を与えると考えられる。従って、玉類の産地分析で、明らかになるヒス

イ製玉類の原石の分布範囲は、権力の象徴としての玉類であれば、権力圏を表しているかもし

れない。お祭、御守り、占いの道具であれば、同じような習,慣を持つ文化圏が考えられる。石

器の原材産地分析で得られない貴重な資料を考古学の分野に提供することができる。

今回分析を行った玉、玉材は岐阜県吉城郡国府町の荒城神社遺跡の縄文時代後期の層から出

土した１個の垂玉と未加工原石３個で、これら合計４個の分析結果が得られたので報告する。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけに

しかないという指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組み合

わせ、比重の違い、原石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別でき

なければ産地分析はできない。成功するかどうかは、とにかく行ってみなければわからない。

原産地同士が指紋でもって区別できたならば、次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指

紋を比較して、一致しない原産地を消去して一致する原産地の原石が使用されていると判定す

る。

ヒスイ、碧玉製勾玉、人珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多くて、非破壊で産地
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分析が行える方法でなければ発展しない。石器の原材産地分析で成功している5)非破壊で分析

を行う蛍光Ｘ線法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。

遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な

非破壊で産地分析を行った。ヒスイ製玉類は蛍光Ｘ線分析法で元素の種類と含有量を求め、試

料の形や大きさの違いの影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をとり、この

元素比の値を原産地を区別する指紋とした。碧玉製玉類はＥＳＲ法を併用するが試料を全く破

壊することなく、碧玉に含有されている常磁'性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別す

る指標を見つけて、産地分析に利用した。

ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は、日本国内産では(1)新潟県糸魚川市と、それに隣接する同県西頚城郡

青海町から産出する糸魚川産、(2)軟玉ヒスイと言われる北海道沙流郡日高町下栄の曰高岸6)、

(3)鳥取県八頭郡若桜町角谷の若桜産、(4)岡山県阿哲郡大佐町の大佐産、(5)長崎県長崎市三重町

の長崎産であり、さらに(6)西黒田ヒスイと呼ばれている静岡県引佐郡引佐町の引佐産の原石、

(7)兵庫県養父郡大屋町からの原石、(8)北海道旭川市神居町の神居コタン産、(9)岐阜県大野郡丹

生川村の飛騨産原石、また、肉眼的にヒスイに類似した原石で玉類等の原料になったのではな

いかと考えられる(10)長崎県西彼杵郡大瀬戸町雪浦からの原石である。国内産のヒスイ原産地は、

これでほぼつくされていると思われる。これら原石の原産地を第111図に示す。これに加えて

外国産として、ミャンマー産の硬玉と台湾産軟玉および韓国春川産軟玉などのヒスイの分析も

行われている。

ヒスイ試料の蛍光Ｘ線分析

ヒスイの主成分元素はナトリウム(Ｎａ)、アルミニウム(Ａｌ)、珪素(Si)などの軽元素7)で、

次いで比較的含有量の多いカルシウム(Ca)、鉄(Fe)、ストロンチウム(Sr)である。また、ヒ

スイに微量含有されている、カリウム(Ｋ)、チタニウム(Ti)、クロム(Cr)、マンガン(Ｍｎ)、

ルビジウム(Ｒｂ)、イットリウム(Ｙ)、ジルコニウム(Zr)、ニオビウム(Ｎｂ)、バリウム(Ｂａ)、

ランタニウム(La)、セリウム(Ce)の各元素を分析した。主成分の珪素など軽元素の分析を行

わないときには、励起線源のＸ線が試料によって散乱されたピークを観測し、そのピークの大

きさが主に試料の分析面積に比例することに注目し、そのピークを含有元素と同じく産地分析

の指標として利用できる。ナトリウム元素はヒスイ岩を構成するヒスイ輝石に含有される重要

な元素で、出土した遺物が硬玉か否かを判定するには直接ヒスイ輝石を観測すればよい、しか

し、ヒスイ輝石を非破壊で検出できる方法が確立されるまでは、蛍光Ｘ線分析でＮａ元素を分

析し間接的にヒスイ輝石の存在を推測する方法にたよる他ないのではなかろうか。各原産地の
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:糸魚川産地（糸魚川市、新潟県西頚城郡青海町）

:日高産地（北海道沙流郡日高町千栄）

:若桜産地（鳥取県八頭郡若桜町角谷）

:大佐産地（岡山県阿哲郡大佐町）

:長崎産地（長崎市三重町）

:引佐産地（静岡県引佐郡引佐町）
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第111図ヒスイとヒスイ類似岩の原産地

原石のなかで、確実にＮａ元素の含有が確認されるヒスイ産地は糸魚川、大屋、若桜、大佐、

神居コタン、長崎の各原産地の原石でこれらは硬玉に属すると思われる。Ｎａ元素の含有量が

分析誤差範囲の産地は日高、引佐、飛騨の各産地の原石である。糸魚川産原石のうち緑色系の

硬玉に、肉眼的に最も似た原石を産出する産地は、他の硬玉産地よりも後述した日高、飛騨、

引佐の原石に見られる。各原産地の原石の他の特徴を以下に記述する。若桜産のヒスイ原石は

ＳｒのピークがＦｅのピークに比べて相当大きく、また、Ｚｒの隣に非常に小さなＮｂのピークが

見られ、Ｂａのピークも大きく、糸魚川産では見られないＬａ、Ｃｅのピークが観測されている。

このＣｅのピークは大佐産と長崎産ヒスイ原石のスペクトルにも見られ、これらＣｅを含有す

る原石の産地は、糸魚川の産地と区別するときに有効な判定基準になる。長崎産ヒスイは、Ｔｉ

の含有量が多く、Ｙのピークが見られるのが特徴的である。日高産、引佐産、飛騨産ヒスイ原

石は、Ｃａピークに比べてＴｉとかＫ、またＦｅピークに比べてＳｒなどのピークが小さいのが特

徴で糸魚川産のものと区別するときの判断基準になる。

春111軟玉原石は、優白色の工芸加工性に優れた原石で、軟玉であるが、古代では勾玉などの

原材料となった可能性も考えられることから分析を行った。この原石には、Ｓｒ、Ｚｒのピーク

が全く見られないため、糸魚川産などのＳｒ、Ｚｒを含有する原石と容易に区別できる。また、

長崎県雪浦のヒスイ類似岩をヒスイの代替品として勾玉、大珠などの原材料に使用している可
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能性が考えられ、分析を行った。この岩石は比重が2.91と小さく、比重でもって他の産地のも

のと区別できる。また、砒素(Ａｓ)のピークが見られる個体が多いのも特徴である。

これら各原産地の原石は同じ産地の原石であっても、原石ごとに元素の含有量には異同があ

る。したがって、一つの原産地について多数の原石を分析し、各元素の含有量の変動の範囲を

求めて、その産地の原石の特徴としなければならない。

糸魚川産のヒスイは、白色系が多いが、緑色系の半透明の良質のもの、青色系、コバルト系、

およびこれらの色が白地に縞となって入っているものなど様々である。分析した糸魚川産原石

の比重を調べると、硬玉の3.2～３．４の範囲のものと、３．２に達しない軟玉に分類される原石も

ある。若桜産、大佐産の分析した原石には、半透明の緑色のものはないが、全体が淡胄緑かかっ

た乳白色のような原石、また大尾産は乳白色が多い。このうち大佐産、大屋産の原石では比重

が3.20に達したものはなく、これらの原石は比重からは軟玉に分類される。しかし、ヒスイ輝

石の含有量が少ない硬玉とも考えられる。長崎産のヒスイ原石は３個しか分析できなかったが

良質である。このうち１個は濃い緑色で、他の２個は淡い緑色で、少しガラス質である。曰高

産ヒスイの原石は肉眼観察では比較的糸魚川産のヒスイに似ている。ミャンマー産のヒスイ原

石は、質、種類とも糸魚川産のヒスイ原石と同じものが見られ肉眼で両産地の原石を区別する

ことは不可能と考えられる。分析した台湾産のヒスイは軟玉に属するもので、暗緑色のガラス

質な原石である。これら各原産地の原石の分析結果から各産地を区別する判断基準を引き出し

産地分析の指標とする。

ヒスイ原産地の判別基準

原石産地の判定を行うときの判断基準を原石の分析データーから引き船すが、分析個数が少

ないため、必ずしもその原産地の特徴を＋分に反映したと言えない産地もある。第８表に各原

産地ごとの原石の比重と元素比量をまとめた。元素比量の数値は、その原産地の分析した原石

の中での最小値と最大値の範囲を示し、判定基準(1)とした。ヒスイで比重が3.19未満の軽い原

石は、硬玉ヒスイではない可能'性があるが、糸魚川産の原石で比重が3.19未満のものも分析を

行った。大佐産のヒスイは比重が3.17未満であった。したがって、遺物の比重が３．３以上を示

す場合は判定基準(1)により大佐産のヒスイでないと言える。曰高産、引佐産の両ヒスイでは

Sr／Feの比の値が小さくて、糸魚111産と区別する判定基準(1)になる。第９表の判定基準(2)に

はＣｒ、Ｍｎ、Ｒｂ、Ｙ、Ｎｂ、Ｂａ、Ｌａ、Ｃｅの各元素の蛍光Ｘ線ピークが観測できた個体数を％

で示した表である。例えば遺物を分析してＢａのピークが観測されなかったとき、その遺物は、

若桜、大佐、長崎産のヒスイでないといえる。

第112図はヒスイ原石のＳｒ／Ｆｅの比の値とＺｒ／Ｓｒの比の値の分布を各原産地ごとにまとめ

て分布範囲を示したものである。●は糸魚川産のヒスイで、分布の範囲を実線で囲み、この枠
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内に遺物の測定点が入れば糸魚川産の原石である可能'性が高いと判断する。□はミャンマー産

のヒスイの分布で、その範囲を短い破線で囲む。糸魚川の実線の範囲とミャンマーの破線の範

囲の大部分は重なり両者は区別できないが、ミャンマーと糸魚川が区別される部分がＳｒ／Ｆｅ

の値（横軸）２．５以上の範囲で見られる。この範囲の中に、遺物の測定点が入ればミャンマー

産と考えるより、糸魚川産である可能性の方が高いと考えられる。▲は大佐産の、△は若桜産

の、▽は大屋産のヒスイの分布を示している。糸魚川と大佐、若桜、大屋のヒスイが重なる部

分に遺物の測定点が入った場合、これら複数の原産地を考えなければならない。しかし、この

遺物にＢａの蛍光Ｘ線スペクトルのピークが見られなかった場合、第９表の判定基準(2)に従え

ば糸魚川産または大屋産のヒスイであると判定でき、その遺物の比重が3.2以上あれば大屋産

でなくて、糸魚川産と推定される。■は長崎産ヒスイの分布で、独立した分布の範囲を持って

いて他の産地のヒスイと容易に区別できる。台湾産の軟玉はグラフの左下に外れる。★印の曰

高産および＊印の引佐産ヒスイの分布の一部分が、糸魚川産と重なり区別されない範囲がみら

れる。しかし、Ｃａ／Si比とＳｒ／Fe比を指標とすることにより（第113図)、糸魚川産ヒスイは、

日高産および引佐産の両ヒスイと区別することができる。Ｎａ／Si比とＭｇ／Si比を各原産地

の原石について分布を示すことにより（第114図)、遺物がどこの原産地の分布内に帰属するか

により、硬玉か軟玉かの判別の手段の一つになると考えられる。

ヒスイ製勾玉の分析結果と考察

分析した垂玉比重は3.325（アルキメデス法）で、蛍光Ｘ線分析で主成分組成のＮａ元素が

観測されたヒスイ製丸玉は、比重も硬玉の範囲に入り硬玉製垂玉と考察した。他の３個の未加

工原石は肉眼観察では硬玉と色調などが一致する。しかし、比重は3.038以下を示し、Ｎａ元

素が検出限界以下鬘であることから軟玉原石と推定した。これら原石の蛍光Ｘ線スペクトルおよ

び比重を第118～121図および第10表に示した。これら垂玉と未加工原石の原石産地を明らかに

するために、Ｋ／Ca、Ｔｉ／Ca、Ｓｒ／Fe、Ｚｒ／Sr、Ｃａ／Si、Ｎａ／Si、Ｍｇ／Siなどの各比値

を求め第11表に示し、また各原産地の原石の元素比重の分布範囲と比較し第１15,116,117図

に示した。第115図では分析した34731の垂玉が糸魚川産、曰高産の重なる範囲に入り、未加

工原石の34728,34730番は日高、飛騨産の重なる範囲に、34729番は引佐産にも重なる３重の範

囲に入る。第116図では、糸魚川産は34731で、未加工原石の３個は日高、飛騨産の重なる範囲

に入る。第117図では、垂玉は糸魚川、若桜、大佐、神居コタン産の重なる範囲に、未加工原

石の３個は日高、飛騨産の重なる範囲にそれぞれ入る。この他に比重と判定基準(2)の含有元素

の有無などの判定を総合して、硬玉、軟玉製の勾玉の原材産地を推測した。その結果を第11表

に示した。前述の判定では、未加工原石の軟玉が日高産および飛騨産か区別できないため、新

たにニッケル(Ｎｉ)元素を両軟玉原石弁別の指標として用いた。Ｎｉは相対的に日高産に少なく、
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第８表ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準(1)

￣ｒ竜一「T</Ca-lmCiETlSr/ＦｏｌＺｒ/目下一｢5EIﾌEnJ

ＮＤ：検出限界以下の濃度

第９表ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準(2)

古|{本数のＦ

)０９

3％

ＮＤ：検出限界以下ｔｒ：検出確認

原産地名
分析

個数

蛍光Ｘ線法による 兀。 素比の範囲

比重 Ｋ／Ｃａ Ti／Ｃａ Sr／Ｆｅ Zr／Sｒ Ca／Sｉ

糸魚１１１産

若桜産

大佐産

長崎産

曰高産

引佐産

大屋産

神居コタン産

飛騨産

ミャンマ産

台湾産

１
２
０

４
１
２

３
２２

８
８１

９
０
６

４
２

１

５
９
７
３
９
６
９
９
５
６

３
２
１
２
２
３
１
１
１
３

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

ヘ
ヘ
ヘ
ー
ヘ
へ
一
一
一
へ

０
２
５
６
８
５
６
５
５
５

０
１
８
１
９
１
９
９
８
１

３
３
２
３
２
３
２
２
２
３

００３

７
１
７
４
１
４
８
９
４
４

１
９
０
１
０
０
０
４
０
１

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
０

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
仙
佃
Ⅲ
Ⅲ
皿
０

●
●
●
●
●
■
⑪
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

６
９
１
３
２
３
６
７
０
６

５
５
０
３
０
０
１
１
０
２

０
０
１
０
０
０
０
０
０
０

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
一
一
一

１
３
０
７
０
０
４
９
０
１

０
０
０
１
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

ＤＮ

川
川
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
９

旧
妬
旧
肥
Ⅱ
佃
朋
Ⅱ
Ｍ
Ｄ

Ｏ
３
３
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
０
０
０

ＤＮ

0.00～２．９４

0.00～0２５

0.00～1２．４

430～16.0

0.00～0.063

0.00～０．０１８

０．０２～０．４８

０．１２～０．８５

０００～1２４

０．０１～2３．０

ＮＤ

６
４
６

６
９
１
３
５

７
８
８

Ｌ
丘
８
Ⅱ
８

２
４
２

５
６
４
１
２

一
一
一

一
一
一
一
一

２
３
７

２
３
５
２
７

７
３
４

９
６
９
２
２

０
４
３

５
３
０
２
１

原産地名

蛍光Ｘ線法による分析元素

(各元素が確認できた個体数の百分率）

Ｃｒ Ｍｎ Ｒｂ Ｙ Ｎｂ Ｂａ Ｌａ Ｃｅ

糸魚１１１産

若桜産

大佐産

長崎産

日高産

引佐産

大屋産

神居コタン産

飛騨産

ミヤンマ産

台湾産

26％

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

tｒ

88％

tｒ

ＮＤ

100％

13％

tｒ

6％

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

tｒ

75％

ＮＤ

100％

100％

4％

tｒ

％
％
％

０
６
４

２
１
４

Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

％
％

１
２

３
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

100％

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

１００％

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

％
％
％
％

３
０
３
０

１
０
３
０

１
１

Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ

％６
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

33％

100％

１００％

１００％

tｒ

ＮＤ

90％

55％

ＮＤ

35％

ＮＤ

ＮＤ

67％

67％

100％

ＮＤ

ＮＤ

100％

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

67％

67％

100％

ＮＤ

ＮＤ

100％

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ

ＮＤ
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第113図ヒスイ原石の元素比値Ｃａ／Si対Ｓｒ／Ｆｅの分布および分布範囲
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第114図ヒスイ原石の元素比値Ｎａ／Ｓｉ対Ｍｇ／Ｓｉの分布および分布範囲

５０１００００１

飛騨産原石に多く含有されている。34729番はＮｉ／Fe＝0.124の値で、この値を示す原石は日

高産原石22個の中には見られなかった。従って、この軟玉の原材が日高崖原石である可能性は

非常に低いと思われる。また、34728番では0.84で、日高産原石の中にはＮｉ／Fe比の値が0.084

以上の原石が23％の割合で見られ、34730番の0.064では45％で見られた。34728番の軟玉は日

高産の可能性より飛騨産の可｢能性が高いと言える。しかし、34730番は日高岸原石でないと言

えない。飛騨産原産地は地元の軟玉産地で本遺跡では容易に入手できることを考慮すると、３

個の未加工軟玉原石の産地を飛騨原産地であると推測した。硬玉製垂玉には糸魚川産硬玉原石

が使用され、地元産飛騨軟玉は未加工であることから、糸魚川産の垂玉は製品が本遺跡に伝播

してきた可能’性が考えられる。また、飛騨産軟玉が未加工であった理由として、本遺跡では加

工の技術がなかった可能性が推測できる。この時代、加工に重要な意味を持たないと仮定し、

緑の石を所有することで精神的安定が得られ、幸せを招くと信じられたとすると、特に身に付

けなければ、穴開け加工とか、痛くないように面取り（角を丸める）加工は必要ないと推測さ

れる。しかし、加工すると容易に多量の玉類を体に付けて飾ることができ魔除、権威の象徴と

しての玉の効果はより大きくなると推考できる。糸魚川産硬玉玉類の代わりに、飛騨産の未加

工軟玉に玉の効果を求めたのかもしれない。
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第10表荒城神社遺跡出土の丸玉、未加工原石の元素分析値の比量と比重
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第11表荒城神社遺跡出土の丸玉、未加工原石の原材産地分析結果
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し
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1Ｔ：糸魚川ＷＫ：若桜ＯＳ：大佐ＮＧ：長崎ＨＫ：日高１Ｎ：引佐ＯＹ：人屋

ＫＭ：神居コタンＨＤ：飛騨、＊＊：判定より少しずれる。

ａ）：（飛騨産原石、４２個の平均値±標準偏差）Ｎｉ／Ｆｅ＝0091±００３０

（日高産原石、２２個の平均値±標準偏差）Ｎｉ／Ｆｅ＝００６２±0026

分析

番号

遺物

番号

兀。 素分析値の比量

Ｋ／Cａ Ti／Cａ Sr／Fｅ Zr／Sｒ Ca／Sｉ Na／Sｉ Ｍｇ／Sｉ

分析元素の有無

○有､△微量､ｘ無

Ｎｂ Ｂａ Ｌａ Ｃｅ
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０
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●
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０
０
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０
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０
１
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０
０
０
０

22.389
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2.768

１
０
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３
４
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０
０
０
１

０
０
０
０

０
５
６
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５
５
３
４

３
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●
●
●
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３
２
２
０

×
×
×
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×
×
×
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×
×
×
×

×
×
×
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3.017
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3.325

2.096

13.508
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11.194

ＪＧ－ｌａ） 1.325 0.280 0.341 0.752 2.696 0.006 0.068 加圧固化整形試料

分析

番号

各分類基準による判定
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総合判定
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９
９
９
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Ｄ
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
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９
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Ｄ
Ｄ

Ｈ
Ｈ
Ｄ

，
，
Ｈ

Ⅲ
Ⅲ
Ｍ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｏ
Ｏ
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Ｋ
Ⅲ
Ｄ

Ｈ
Ｈ
Ｋ

ｎ
ｎ
Ｈ

Ｉ
Ｉ

Ｔ－

0124

0.064

0.084

0.009

飛騨産
ノノ

ノノ

糸魚111庫
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第６章結 語

今回の発掘調査は、県単道路改良工事（鼠餅古川線）によるものであり、調査範囲はかなり

限定されていた。また、当遺跡を荒城神社遺跡と称しているが、本来荒城神社遺跡とは神社境

内を指すのであり、発掘した場所は宮垣内とよばれる境内外にある。しかし、遺跡は分断され

ているわけではなく、荒城神社を中心とした周囲一帯が－つの遺跡で、相当広い範囲に及ぶこ

とが今回の発掘で明らかになったと言えよう。ただし、今回はそのほんの一部を調査したに過

ぎず、遺跡の時代を知る手がかりになった程度である。

調査は、道路拡幅部分（－次）と本道部分（二次）に分けて行ったが、狭い面積の割にはた

くさんの遺物が出土した。しかし、住居hlにおいては撹乱が激しく、特に第３号・第４号住居

趾においては、縄文後期の遺構（士坑・ピット群）がこれらの遺構を撹乱していた。従って、

層位的に遺物を把握できなかったことは残念であった。出土した土器は、縄文中期後葉から縄

文後期が中心であったが、晩期の土器も出土した。その中で、中期未の土器においては、信州

や北陸の文化の影響を受けながら、飛騨独自の文化（土器）を生み出したことが見られた。飛

騨は東西文化の接点であるといわれる特色を、この時期でもよく表しているといえよう。

遺構では、士坑（上塘）・ピット群と住居趾を検出することができた。栗の炭化物が出土し、

貯蔵穴であることが判明したピットもあったが、他の多くのピットは、その性格を解明するこ

とができなかった。Ｂ－３ＳＫｌやＢ－７ＳＫ１２の土坑（士曠）からは、垂れ飾りと思われる

装飾用の玉が出土した。しかも、Ｂ－３ＳＫ１の上部には全面加工の石棒が立ててあり、士擴

と判断した。その他、玉の出土した士擴は３基あった。玉類は、包含層を含めると10個出土し

ている。いずれも士擴との関連が強いと思われ、当遺跡は祭祀的』性格をもった遺跡と言うこと

ができる。なお、その巾には勾玉に類する未製品もあり、勾玉製作過程を知る手がかりとなる。

住居趾は４基検出されたが、中でも第３号住居趾は床面が赤色化し、しかも非常に堅い貼床

であったこと、それに伴う石囲炉も二重に漆喰されていたことなど、非常に珍しい例であると

言えよう。どのようにしてあれ程堅い貼床としたのか、また赤色化させたのか科学的に追求す

ることの必要性を感じ、株式会社パレオ・ラボに依頼して検証していただいた結果、受熱によ

る赤色化と判断されると解答をいただいた（第５章Ｐ171)。また、岩田修氏（下呂小学校教頭・

地質学）の観察から、次のような指摘を受けた。「この士は、大雨見山層（宮谷川に分布する）

のものであり、他から持ち込まれた士ではない。赤色化しているが、凝灰岩片・長石・火山ガ

ラスの鉄分腰化によるものが大きい。塩酸液で煮沸して脱鉄処理を行ったが、火山ガラス・長

石・凝灰岩片などの赤色部分は頑固で脱色できなかった。この塩酸処理でも脱色できにくいの

がこの士の特徴であろう。炉などによる加熱処理の証拠、変化の様子などは明らかにできなかつ
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た｡」とのことである。つまり、床面の赤色化は受熱の可能性はあるが、それほどの高温ではな

いのである。実際の床面は10cm近くも赤色化し、かつ硬化していたのであるが、今回の分析で

は、このような床面形成の過程を明確にはできなかったのであり、今後の課題としたい。なお、

長野県の－津遺跡、群馬県の茅野遺跡に－基ずつ同様の出土例があると、長野県大町巾教育委

員会の島田哲男氏からお聞きした。

最初は何であるか不明であったＢ－３出土の異形石製品（第109図、図版71）であるが、「陰

石」と命名した。これは、青森県立郷士館の市川金丸氏、指導調査員の渡辺誠氏の助言による

ところが大きい。「陰石」と書いて「ほといし」と読む。すなわち、女,性の性器を模したもの

である。

縄文晩期の土器（第75図28）は、黒鉛入りの土器である。１片のみ確認した。黒鉛入りの縄

文土器は早期押型文の沢式土器に代表され、飛騨地方では多くの遺跡から出土している。しか

し、早期以外では、白川村木谷遺跡で縄文晩期土器20片に黒鉛入りが確認されている（木谷式）

にすぎない。早期以外での黒鉛入り土器の出土は、飛騨では当遺跡が２例目といえる。また、

純粋の黒鉛の塊が３個出土している。国府町内では黒鉛は産出せず、搬入品と考えられる。土

器に混入するための搬入であるとすれば、たいへん貴重な発見である。なお、早期の黒鉛入り

押型文士器が出ｔした清見村「はつや遺跡」でも、あずき大の黒鉛の粒が出土している。今後、

黒鉛入り土器の出土する遺跡を発掘する場合、早期に限らず後晩期の遺跡においても、黒鉛塊

が出土する可能性を充分考慮して掘削する必要があると思う。

報告書の作成にあたり、指導調査員の渡辺誠先生を始め、たくさんの先生方に細かなご指導

をいただくことができた。そのお陰でこの報告書ができたわけであり、深く感謝申し上げたい。

しかし、私たちの力量不足により、ご指導いただいた事柄を充分に反映させられなかったこと

を誠に申し訳なく思う。引き続いて検討していかなければならない課題は多く、報告書完成を

一つのステップとして、更に研究を進めていきたいと思う。今後もご指導をよろしくお願いし

たい。

（追記）

荒城神社境内出土とされている土器や石器が神社に保存されており、今|豆Ｉこの報告書を作成

するにあたって、神社のご好意で拝見を許され、主な遺物を図版73～76で紹介させていただい

た。また、神社近くの菅沼賢氏も神社境内東の耕作地より出土した遺物を所蔵されておられる

が、これもご好意により図版７７．７８で紹介させていただいた。参考にしていただければ幸いで

ある。

（野村宗作）
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第12表遺構別石器類
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Ｂ３．４ＳＢ１ 1４ ２ ２ ２ ４ ９ ２ １

Ｃ７．８ｓＢ２ ２ １ ５ ６ ２

Ｃ１８．１９ＳＢ３ ２ ２ ４ １ １ ４

Ｂ３ＳＫ１ １ １ 1 ９ 1２

Ｂ４ＳＫ２ １ ２ １ ５ ４ １

Ｂ４ＳＫ３ １ ２ ６

Ｂ４ＳＫ５ １ ４ ４

Ｂ５ＳＫ７ ３ ２

Ｂ５ＳＫ８ １ １

Ｂ６ＳＫ９ ９ ７

Ｂ６ＳＫ１０ １ ６ ８

Ｂ６ＳＫ１１ ２ １

Ｂ７ＳＫ１２ １ １ 1２ １

Ｂ７ＳＫ１３ １ 1 ３ １ ２

Ｂ８ＳＫ１４ １ ２ ２ １ ２

Ｂ８ＳＫ１５ １ １

Ｂ８ＳＫｌ６ ２

Ｂ９ＳＫ１７ ３ ］ ２ ６ ５ ２ ２

Ｂ９ＳＫ１８ ４ ２ １ １ ２ １ １ ３ ９ ８ １

Ｂ１４ＳＫ１９ ２ 1 １ ２ ４ １ 2９ １ 3６ 1

Ｂｌ４ＳＫ２０ 1 １ ５ ３ 1１ １
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Ｃ１５ＳＫ２ 1 １ ３ ９

Ｃｌ５ＳＫ３ ５ １ ２ ３ １ 2９ １ 5３ ２
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Ｃｌ８ＳＫｌ ３ １ 1 1 １ ７ ３
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Ｃｌ６Ｐ２９ １ ２ １ ４

Ｃ１６Ｐ３０ ２ １
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■

■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■

石
鍼

石
錐

石
匙

削
器

ピ
エ
ス
・
エ
ス
キ
ー
ユ

へ
ラ
形
石
器

打
製
石
斧

磨
製
石
斧

磨
石
・
凹
石

石
Ⅲ

切
目
石
錘

有
溝
石
錘

礫
石
錘

砥
石

石
棒

玉
類

Ｕ
Ｆ

Ｒ
Ｆ

石
核

。フ
一
フ
ン
々
／

ブレーク
下
呂
石

チ
ャ
ー
ト

玉
髄

黒
曜
石

そ
の
他

Ｃｌ６Ｐ３４ １

Ｃ１６Ｐ３５ １ ２

Ｃ１６Ｐ３６ １

Ｃ１６Ｐ５３ １

Ｃ１６Ｐ５４ １ ３

Ｃ１６Ｐ５６ ２

Ｃｌ６Ｐ５７ １

Ｃ１７Ｐ２ ２ １

Ｃ１７Ｐ３ １ １

Ｃ１７Ｐ４ １

Ｃ１７Ｐ６ １

Ｃ１７Ｐ７ １ ２

Ｃ１７Ｐ９ １ １

Ｃ１７Ｐ１１ １

Ｃｌ７Ｐ１２ １

Ｃ１７Ｐ１４ １

Ｃｌ７Ｐ２０ １ ２

Ｃｌ７Ｐ２２ ２ ３

Ｃ１７Ｐ２３ １

Ｃ１７Ｐ２４ １

Ｃ１７Ｐ２５ ２

Ｃ１７Ｐ２６ 1

Ｃ１７Ｐ２７ １

Ｃｌ７Ｐ３７ １ １ １

Ｃ１７Ｐ６１ １ １

Ｃｌ８Ｐ９ １ １

Ｃ１８Ｐ１３ １

Ｃ１８Ｐ１４ １

Ｃ１８Ｐ１５ 1

Ｃ１８Ｐ１６ １

Ｃ１８Ｐ１８ １

Ｃ１８Ｐ４１ 1

Ｃ１８Ｐ４４ １

Ｃ１９Ｐ５０ １ １ 1
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第13表石器一覧表

石鑑

番号T圧圧医Ti言~莅下盲Wi審号｢長~き-Ｆi冨一｢厚~ざT菫~き~Ｆ１盲
[)４１２０１１ｔ

9）｜（1４

[１３１（０４）’１ｔ

(1３１（(］

)）’０２１（Ｃ

0．４１（０．８）｜Ｉａｌ卜Ｈｆ

0.4１０．４ 出ｈｌ８４

[1３１（()〔 ニィLｌｌ８４

0．４１（０．７）｜Ⅲ｜卜星トフFＴｌ８４－８

〔1４

O）’０．３１（(］

〔1３１Ｃ ）｜卜Ｈｈｌ８４

0）’０．３１（０４

J,３１（０．４）｜ＩｄｌＦ呉フ石’８４－６

).２１（(］ 男，ＩＬＩｌ８

１２１（Ｃ 二七’’８

Ｊ｜（1３１（］ ユ１「庁１ノ、

rｌ

Ｊ 男ｈｌ８６－２８

１５１（０．９）｜Ｉｄｌ卜呂フ石’８６

１３１（()６）’１上

０．８）’０２１（Ｃ

Jｂｌ（０８

J,４１（０．９）｜Ｉｂｌ－Ｆ昌子

J､４１（０６

J）’０．４１（０

５１（〕

］ ｣ｲｮﾆﾉ「

］ 。ｌ卜Ｈｆ

４１（］ 、’１２

）６

１６

１６

］ 、

0．６ ．

、
】 『１

Ｊ ユ’「け

ＯｌＣ ／

ｒｌ

ＬＪ

黒曜ｆＩｌ９

）と

０
「可

L｣

｢’

Ｌ」 ｕ

(1４１（(）９

、
】

r1

LJ

ｕ

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

９
９
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

イ
ー
上
１
１
上
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
５

３１

Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ⅱ
Ｋ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ

Ⅱ
Ⅱ

４
１
２
４
６
２
２
１
７
４
１
５
６
８
９
２
８
５
２
３
４
９
８
２
４
０
１
２
３
４
５
５
６
７
８
９
０
１
２
５
９
６
４
５
６
７
８
９
０
７

７
３
０
０
５
６
９
１
１
４
５
５
５
５
５
６
４
４
９
１
１
２
３
３
５
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
２
２
２
５
５
０
４
４
４
４
４
５
５

４
７
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６

４
４
５
５
１
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

５
６
６
６
６
６
６
６

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

２
２
２
２
５
６
１
１
３
８
１
０
０
６
５
９
４
１
３
０
４
０
２
６
６
８
２
３
６
０
０
０
７
０
１
４
８
９
２
８
６
３
３
８
４
０
５
０
４
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
●
の
●
●
●
■
●
●

２
３
１
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
３
２
２
１
２
２
１
１
３
１
２
１
２
２
３
３
２
２
１
１
１
２
２
１
２
２
１
３
２
２
２
２
２

く
く
く
く
く
く
く
く
く
！
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ

く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ

７
９
２
２
０
４
２
４
３
７
０
３
０
３
２
２
９
３
５
４
８
２
７
４
０
６
２
７
２
４
４
１
２
１
５
９
１
０
１
７
３
５
６
７
１
３
７
７
３
５

⑪
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
の
■
■
●
●
①
●
●
Ｇ
●
□
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く

く
く

く
く
く

ｊ
Ｊ

Ｊ

４
４
３
３
２
４
４
３
４
４
３
３
３
３
２
２
３
３
５
３
２
５
４
４
４
５
２
４
３
４
３
６
６
５
６
２
２
３
５
３
２
４
４
４
３
４
３
２
３
５

●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

く
く

く

Ｊ
１
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

０
３
４
５
１
８
４
６
７
３
５
４
４
４
１
３
２
２
９
６
１
８
９
６
７
３
３
１
５
０
６
７
４
０
０
１
１
４
０
３
４
０
１
９
２
９
４
３
０
０

●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
巳
■
●

２
２
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
２
０
１
０
１
０
１
２
１
１
０
０
０
１
１
０
１
１
０
１
０
１
０
１
ｌ

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

ｄ
ａ
ｄ
ｃ
ｃ
ａ
ｃ
Ｃ
Ⅲ
Ｃ
ａ
ｂ
ａ
ｄ
ａ
ｃ
ａ
ｃ
ｄ
ｂ
ｃ

１
，
ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
？
Ⅳ

？
．

ｃ
ｃ
１
ｑ
ａ
ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
１
ｑ
ａ
ａ
ａ

ｃ
１
Ｄ

７
．

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ⅳ
可
ｄ
１
ｄ
ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅳ
ａ
Ｃ
１
ｄ
ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

髄
石
卜
石
石
石
石
石
石
石
卜
石
石
石
石
石
石
石
石
髄
石
石
石
石
卜
石
石
石
石
卜
石
石
石
卜
石
石
髄
石
石
卜
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石

呂
ヤ
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂

ヤ
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
曜
呂
呂

ヤ
呂
曜
呂
呂

ヤ
呂
呂
呂

ヤ
呂
呂
呂
呂

ヤ
曜
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂

玉
下
チ
下
下
下
下
下
下
下
チ
下
下
下
下
下
下
下
下
玉
下
黒
下
下
チ
下
黒
下
下
チ
下
下
下
チ
下
下
玉
下
下
チ
黒
下
下
下
下
下
下
下
下
下

２
３
６
１
７
肥
別

４
５
８

３
５

３
１

４
４
４

４
４
４
４
４
６
６

６
１

８
８
８

８
８
８
８
８
８
８

８
９
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５５８

５６Ｃ

ＪＬ

ＤＣ

「
】

９６

DC

Ｆ１

L｣

Ｉｈｌ
ＬＪ

８

８０

Ｈ
Ｌｄ

'’八

８８

］

］

9９６

LlC

９９８

｢１

Ｊ

）(］

）Ｃ

５８

【
】

８１８

ｑ
Ｌｊ

/Ｉ

[１

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

００１

８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
ｍ
ｍ
、
皿
⑩
皿
皿
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
咀
凹
凹
咀
ｕ
Ｂ
旭
咀
船
舶
旧
岨
肥
肥
肥
肥

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

７
７
７
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

１３Ｐ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

６
８
８
０
０

３
３
３
４
４

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

８
０
１
３
５
４
５
６
９
０
２
３
４
８
８
０
１
３
４
５
８
０
１
２
０
１
２
３
６
７
８
１
２
３
９
８
７
８
７
９
４
１
７
７
９
７
１
２
８
９

５
６
６
６
６
９
９
９
０
０
４
６
６
７
７
８
８
４
４
４
８
１
１
１
７
７
７
７
９
９
９
０
０
０
６
９
１
２
１
５
３
３
１
２
３
３

６
６
６
６
６

２
３

１
１
１

９
９
９
０
０
０

１
８
８

１
３
４

１
１
１

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
１
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

８
６
７
９
８
６
７
６
４
９
０
１
４
４
７
６
９
５
９
８
３
４
０
５
４
１
９
３
５
３
７
８
８
４
３
４
１
０
０
６
７
５
４
３
０
９
２
８
９
４

■
●
●
●
●
Ｃ
Ｏ
●
●
●
の
■
●
●
●
●
●
●
●
■
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
１
１
１
２
２
１
１
２
１
２
３
１
２
１
２
１
２
１
１
３
１
２
１
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
１
１
２
２
２
１
２
１
１
２

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

９
０
８
０
３
６
５
０
５
２
３
７
６
３
９
６
７
１
５
９
２
２
３
３
０
３
３
２
０
０
５
９
０
９

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
の
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●
■
●
●

１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
０

く
く
く
く

く
く
く

く
く
く

く
く
く
く

く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ

Ｊ

６
４
４
４
２
２

●
●
●
●
●
●

０
０
１
１
１
１
く

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

３
４
５
０
５
４
２
３
３
５

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ

４
３
３
４
３
４
４
２
３
４
５
３
３
３
２
４
４
３
３
３
５
２
４
３
４
４
５
４
２
２
３
５
３
２
４
３
４
４
５
２
３
３
６
５
３
４
３
３
３
５

■
●
●
の
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
の
●
●
■
ｃ
の
■
●
●
●
●
●
●
の
■
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

く
く

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

５
３
２
８
３
１
０
３
２
６
９
１
３
９
２
９
１
２
８
４
８
３
６
４
８
０
１
８
３
２
８
０
６
１
２
９
０
０
１
６
７
５
７
０
０
７
４
４
３
２

●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
０
０
１
１
１
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
１
０
０
１
０
１
１
１
０
０
０
１
２
１
０
０
０
０
１

く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

ｃ
ｃ
ａ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
止
止
Ⅲ
Ⅳ

ｃ

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅱ
？
？

ａ
ｃ
ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅳ
ｄ
ｂ

Ｉ
Ｉ

Ⅳ
ａ
ａ
１
ｄ
Ｃ
Ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅳ
ａＩ
Ⅲ
１
０
ａ

Ｉ
Ｉ

？
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
？

ｃ
ｃ

Ⅳ
？
Ｉ
Ｉ

ｃ
ｃ
ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
ａ
ａ
ａ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

７
．

石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
ト
ト
ト
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
卜
石
石
石
石
髄
石
石
岩
石
石
石
石
石
石
石
石
卜
石
石

呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
落
落
←
曜
呂
呂
呂
曜
呂
呂
呂
呂
呂
呂
落
曜
呂
呂
呂
呂
呂
曜
呂
曜
呂
呂
呂
呂
呂
症
呂
呂

下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
チ
チ
チ
黒
下
下
下
黒
下
下
下
下
下
下
チ
黒
下
下
下
玉
下
下
頁
黒
下
黒
下
下
下
下
下
チ
下
下

9１－１７

9１－１８

86-39

86-38

8６－４１

8６－４０

9２－２８

9０－９５

9２－３９

９０－９６

９０－９８

9０－１００

9０－９９
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番号 出士区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４

０
０
０
０

１
１
１
１

５０１

６０１

７０１

８０１

９０１

０
１
２
３

１
１
１
１

１
１
１
１

４
５

１
１

１
１

６１１

７
８

１
１

１
１

９１１

０
１
２
２
１
１

２２１

３２１

４２１

５
６
７
８
９
０
１

２
２
２
２
２
３
３

１
１
１
１
１
１
１

２３１

３
４
３
３

１
１

５３１

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
旧
肥
田
旧
旧
旧
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
６
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ

６
６
６

４
４
４

Ｐ
Ｐ
Ｐ

２
２

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ
Ｓ

１
６
４
８
１
２
７
８
１
６
１
２
３
９
２
３
４
５
６
７
３
７
８
９
１
２
９
６
１
６
４
８
５
６
７
８
０
１
２
３
４
５
６
７
８
２
３
４
５
６

６
６
１
６
６
６
０
０
６

７
２
７
７
７
７
７
２
２
６
５
６
６
１
５
０
１
２
８
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
５
８
４
４
７
７
６

６
１
３
５

２
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
３
３
３
３
３

１
１
１
１

Ｊ
Ｊ
Ｊ

３
２
７

●
●
●

１
１
１

く
く
く

Ｊ６
●

０

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ

８
２
０
６
４
４
５
９
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
２
１
２
１
１
１
２

く
く
く
く

く
く

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

９
２
１
６
４
５
０
６
７
０
４
４
７
９
８
８
４
５
４
７
１
０
９
７
７
４
１
０
５
８
２
８
０
６
４
９
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
⑪
●
●
●
●

１
２
１
１
１
１
１
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
２
１
２
３
１
１
１
１
２
２
２
２
１
１
２
３
１
１
２

く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く

く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ

８
６
■
●

０
１
く
く

ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

７
０
４
９
２
０
５
１
３
９
６
２
７
２
２
５
６
４
４
６
４

●
の
●
●
■
●
●
●
●
●
ひ
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
１
０
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

く
く
く
く
く
く

Ｉ
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く

ｊ
Ｊ

７
８
●
●

１
０
く
く

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
４
４
５
０
７
７
５
８
９
６
４
２
９
０
５
７
４
１
９
０
７
０
７
４

●
Ｓ
●
●
●
●
●
●
●
●
句
●
●
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●
■
●
●
▲

１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
０
１
１
１
０
２

く
く
く
く

く
く
く
く
く

く
く
く
く

Ｊ
ｊ

３
２
３
２
３
２
３
２
４
２
２
３
４
２
６
１
１
１
１
１
２
３
２
６
２
１
３
４
２
１
２
６
３
２
４
３
２
１
１
２
４
４
２
１
４
３
３
１
２
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
の
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
●
●
●
■
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

く
く

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

３
４
３
３
６
２
４
３
３
３
３
３
９
６
６
１
４
５
３
４
７
３
８
３
１
６
０
２
９
１
７
７
０
４
７
０
６
５
２
６
０
８
０
３
７
６
７
４
２
４

●
①
●
●
●
●
●
。
●
●
●
■
●
■
の
●
●
●
●
●
●
Ｂ
Ｇ
白
●
●
●
●
●
●
●
●
の
■
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
巴
●
■

０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０
２
０
０
１
１
０
０
０
２
１
０
１
１
０
０
０
０
１
１
１
０
０
０
１
０
０
２

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く

ｃ
Ⅵ
ｑ
ｃ
ａ
１
ｏ
１
ｑ
ｃ
１
Ｄ
１
ｄ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ｅ
ｃ
ａ
ｅ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
７
．
７
．

７
．

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ⅳ
ａ
ａ
ａ
ｃ

ａ

Ⅱ
Ⅱ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ⅳ
ａ
ａ
ａ
ａ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅳ
Ⅲ

ｃＩ
Ⅳ

ａＩ
Ⅳ
ａ
ｃ
ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
？
Ⅳ

石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
髄
石
石
石
石
石
石
石
石
石
卜
石
ト
ト
石
卜
石
石
石
石
石
卜
石
石
石
卜
髄
卜
石
卜
髄
石
石
髄
卜

呂
曜
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
一
呂
一
衿
呂
←
呂
呂
呂
呂
呂
一
呂
呂
呂
←
←
曜
一
呂
呂
←

下
黒
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
玉
下
下
下
下
下
下
下
下
下
チ
下
チ
チ
下
チ
下
下
下
下
下
チ
下
下
下
チ
玉
チ
黒
チ
玉
下
下
玉
チ

9１－１３

9０－１０３

９０－１０２

９０－１０１

9２－３２

９１－１６

9２－３１

9１－９

8５－２１

８７－５４

9２－４０

9１－１

9２－３８

9２－４１
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ｒｌ

Ｌ」

８５－１９

．

【】

Ｆ１

Ｌ｣

、
〕

１
Ｊ

【
】

ｎ

ＬＪ 8８－６

８
「､

Ｌ」

１
］

ｒ
‐
‐
」

』

Ｒ
Ｌ」

０

P1

L｣

[」１－１Ｃ

｢’

し」

〔
】

Ｆ］

二

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３

５
５
５

１
１
１

４
５
６
７

５
５
５
５

１
１
１
１

８
９
５
５

１
１

０６１

１
２
３
４

６
６
６
６

１
１
１
１

５
６
７
８

６
６
６
６

１
１
１
１

９
０
１
２

６
７
７
７

１
１
１
１

３７１

４
５
６
７

７
７
７
７

１
１
１
１

８７１

９
０
１

７
８
８

１
１
１

２
３

８
８

１
１

４
５
６
７
８
９

８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１

０９１

１
２
３
４

９
９
９
９

１
１
１
１

５
６

９
９

１
１

７９１

８
９
０

９
９
０

１
１
２

８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
，
ｍ
ｍ
Ⅲ
、
汕
皿
皿
ｍ
ｎ
ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
ｎ
ｕ
ｎ
咀
咀
旧
咀
咀
咀
旧
旧
Ｂ
旧
旧
咀
旧
ｕ
ｕ
ｕ
Ｍ
Ｍ
ｕ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

２
１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ
Ｓ

７
８
５
１
８
９
０
１
６
７
７
８
０
７
０
１
２
１
７
８
９
８
８
２
０
４
５
５
８
０
１
２
２
３
４
５
６
９
０
１
２
７
９
１
９
０
１
９
０
１

２
４
３
３
２
２
３
３
２
２
１
１
０
６
８
８
８
４
５
５
５
１
１
７
３
４
４
９
２
５
５
５
２
２
２
２
２
１
３
３
９
９
０
１
３
４
５
５

３
４

１
１
２
２
３
１
１
１
３
３
３
３

１
２
２
９

１
１
１
１
１

１

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
、
』
ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

０
７
７
２
９
２
９
９
８
５
９
５
１
０
０
５
８
１
３
１
５
３
４
５
５
８
４
６
０
０
１
６
７
９
５
０
３
７
２
８
７
５
８
７
７
３
８
２
５
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
■
の
●
●
●
●
●
●
■
●

３
２
２
３
１
２
２
２
１
２
２
２
２
１
１
１
１
３
２
２
１
２
１
１
３
２
１
２
３
２
２
１
２
１
１
２
１
２
２
１
１
１
１
２
１
２
２
３
３
２

く
く
く
く
く
く
く
く

く
く

く
く
く

く
く
く

く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

０
６
６
７
２
４
５
４
６
０
９
１
２
８
８
１
５
３
７
５
３
０
２
１
８
６
８
５
１
７
６
６
９
８
４
５
２
６
４
３
３
０
３
３
１
３
２
３
７
４

●
Ｂ
Ｇ
●
●
●
●
●
●
Ｂ
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｓ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
ｌ

く
く

く
く
く

く
く

く
く
く
く
く
く
く

く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

２
３
４
４
１
３
２
３
３
３
６
２
３
２
１
１
２
３
６
２
１
６
１
２
８
５
２
３
３
２
２
３
４
４
１
３
１
４
３
３
１
１
２
４
３
４
５
４
８
２

■
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
Ｃ
●
①
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ

１
６
８
４
４
０
２
５
６
１
１
７
６
５
１
３
６
５
５
５
４
０
３
３
７
２
７
２
６
８
８
９
１
０
４
１
３
７
３
７
３
４
６
０
７
３
７
０
３
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●

１
１
１
２
０
１
１
１
０
１
３
０
１
０
０
０
０
１
２
０
０
２
０
０
７
２
０
１
１
０
０
０
２
１
０
１
０
１
１
０
０
０
０
１
０
１
１
２
６
０

く
く
く
く
く
く
く
く

く
く

く
く
Ｉ

く
く
く

く
く
く

く
く
く
く
く
く

く
く

ａ
ａ

Ｉ
Ｉ

Ⅳ
Ｃ
ａ
『
Ⅱ
ａ
ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅳ
Ⅱ
ａ
ａ
Ｃ
ａ
ａ
１
０
戸
Ⅱ
ｅ
ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅳ
ｃＩ
Ⅳ
Ⅳ
ａ
ａ
ｃ
ｃ
ａ
Ｃ
１
ｑ
ａ
ａ
ａ
ａ

Ｃ
７
．

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅳ
Ⅳ

ａ
呑
Ⅱ
ａ

Ｉ
Ｉ

石
石
ト
ト
石
石
石
ト
石
石
石
石
石
石
石
石
石
卜
石
髄
石
卜
石
石
卜
石
ト
石
石
卜
石
石
石
石
石
石
石
石
髄
石
石
髄
石
石
石
卜
石
石
石
石

呂
呂
←
症
呂
呂
呂
乍
曜
呂
呂
呂
呂
呂
曜
曜
曜
声
呂
呂
一
呂
曜
←
呂
鈩
呂
曜
症
呂
呂
呂
呂
呂
呂
曜
呂
呂
呂
呂
呂
呂
一
呂
呂
呂
呂

下
下
チ
チ
下
下
下
チ
黒
下
下
下
下
下
黒
黒
黒
チ
下
玉
下
チ
下
黒
チ
下
チ
下
黒
チ
下
下
下
下
下
下
黒
下
玉
下
下
玉
下
下
下
チ
下
下
下
下

７
９

５

躯
弘
２
田

９
１

７
蛆

３
１

２
２

１
３

５
１
２

１
２
１
８

２
１

１
１

２

８
９
９

９
９
９
８

９
９

９
９

９
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番号 出士区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６

０
０
０
０
０
０

２
２
２
２
２
２

７
８
９

０
０
０

２
２
２

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

６
７
８
９
０

２
２
２
２
３

２
２
２
２
２

１
２
３
４
５
６

３
３
３
３
３
３

２
２
２
２
２
２

７
８
９
０
１
２
３
４
５

３
３
３
４
４
４
４
４
４

２
２
２
２
２
２
２
２
２

６４２

７
８
９

４
４
４

２
２
２

０５２

４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ
１

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

１
１
１
１
１
１
１
３
３
３
３
３

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

９
４
２
５

Ｐ
Ｐ

Ⅱ
９
加
田

Ｐ
Ｐ
Ｐ

１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｋ

Ｓ

２
４
２
８
９
４
５
６
５
６
２
３
４
８
９
０
１
２
４
５
１
３
４
６
４
５
２
８
９
６
６
９
９
１
７
７
３
４
５
４
５
６
３
４
５
６
９
３
３
７

５
５

９
９
９
５
５
８
２
２
８
８
４
４
４
３
３
９
９
９
１
４
４
７
２
２
３
１
１
１

１
１
１
３
３
３
６
６
６
６
０
５
５
６

１
１
１

１
１
１

１
１

１
１

４
２
２
２
４
４
４
６
６
６
６
１
５
５

ｊ
ｊ
１
Ｊ
Ｊ
１
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

２
０
２
５
１
１
９
８
７
３
７
５
４
６
１
６
２
０
１
８
２
４
９
１
６
８
５
９
５
４
６
３
２
１
９
６
８
３
７
２
７
９
７
８
５
０
７
３
３
ｌ

■
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
■
●
●
●

１
３
２
１
１
２
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
２
２
１
１
２
１
１
２
１
１
２
１
１
２
１
１
３
２
０
１
１
２
２
２
１
１
１
１
２
２
１
２
２
２

く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ

０
０
２
１
１
２
７
４
０
６
３
８
０
７
０
０
２
２
０
６
３
９
３
５
１
１
４
２
１
６
１
９
４
４
７
９
５
１
６
２
３
３
０
２
１
７
２
０
０
７

●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
の
Ｃ
ｅ
ｃ
●
Ｃ
Ｄ
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
０
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く

く
く
く
く
く

く
く
く
く

く
く
く

く
く
く

ｊ
ｊ

ｌ
５
４
２
１
２
４
２
１
３
２
２
２
２
１
２
３
２
１
２
３
１
３
５
１
２
４
２
３
３
２
２
３
４
２
２
２
２
４
１
１
２
１
２
２
２
２
１
１
４

ｓ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
の
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
巳
●
巳
■
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

く
く

ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

３
３
１
４
１
７
２
５
３
２
７
３
３
２
２
３
５
５
１
７
６
３
６
８
３
４
５
５
６
２
４
３
５
８
１
３
６
７
２
４
５
４
３
５
８
１
４
３
３
５

●
●
●
●
●
●
●
白
の
●
●
●
●
ｃ
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
の
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
巳
●

０
１
１
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
１
０
０
１
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く

く
ｌ
く
く
く

く
く
く
く

ａＩ
Ⅳ
Ⅳ

ａ
１
Ｏ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
１
ｄ
ａ
ａ
声
Ⅱ
７
・

Ｃ
ａ
ｃ

７
．

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅳ
ａ

ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
１
Ｄ
ａ
ａ

７
．
「
Ⅱ

７
．

７
．

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

石
ト
ト
石
石
石
石
石
石
石
卜
石
石
石
石
石
石
石
石
石
髄
髄
石
卜
髄
卜
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
髄
石
髄
石
卜
石
石
石
石
石

呂
←
鈩
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
←
呂
呂
呂
呂
曜
呂
呂
呂
呂

呂
声
声
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
行
呂
呂
呂
呂
呂

下
チ
チ
下
下
下
下
下
下
下
チ
下
下
下
下
黒
下
下
下
下
玉
玉
下
チ
玉
チ
ト
下
下
下
下
下
下
下
下
下
卜
下
下
下
玉
下
玉
下
チ
下
下
下
下
下

9２－２５

8８－５９

８８－６１

８８－６０

8８－６８

8８－６７

９２－３６

9１－４

9０－１０５

９０－１０７

9０－１０８

9０－１１０

9１－１２

9１－６

9１－１０

9１－１４



196

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

５
６

８
８

２
２

７
８
９
０
１
２

８
８
８
９
９
９

２
２
２
２
２
２

３９２

４
５
６
７
８
９
０

９
９
９
９
９
９
０

２
２
２
２
２
２
３

８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
０
１
１
３
３
３
３
３
３
３
４
５
７
７
８
８
９
９
９
９
９
９
８
８
７
７
８
６
８
７
７
６
７
７
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

１
１
２
２
２
３
３

Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

６
４
１
４

Ｐ
Ｐ

ｌ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ｋ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ

８
２
８
９
０
５
６
５
５
８
９
１
４
８
８
７
７
８
１
３
４
１
３
６
４
１
１
１
７
９
０
３
４
３
４
７
５
１
３
７
０
１
２
５
６
７
９
６
８
０

６
８
３
３
４
６
６

９
９
３
５
９
２
８
２
２

８
８
９
２

２
１
５
５

６
１
１
１
１
１
１
１
２
２
３

１
５
３
２
１
１
１

７
１
１

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

２
９
９
４
１
２
８
８
９
２
１
５
９
９
３
８
９
２
０
６
８
１
７
３
５
４
５
６
６
７
４
６
４
１
３
８
５
６
２
５
４
２
０
４
０
８
０
６
０
２

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
の
●
●
の
、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●

２
１
１
２
２
１
１
１
１
２
２
１
１
１
１
２
２
１
２
１
１
２
１
２
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２
１
１
１
１
２
１
１
１
２
１
２
２
２
１
２
２

く
く
く
く
く

く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

３
４
３
２
４
１
９
４
４
２
４
１
０
３
９
３
３
３
５
３
３
１
５
３
０
５
３
３
０
３
５
３
６
３
５
４
４
３
２
０
３
３
５
６
０
５
２
２
０
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
の
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
０
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

く
く
く
く

く
く
く

Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く

く
く
く
く
く
く
く
く

く
く

ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

３
４
３
４
４
３
２
４
３
２
３
１
３
４
２
７
６
２
４
４
４
３
２
３
２
２
３
３
１
２
２
１
１
３
１
１
３
３
５
３
２
３
４
３
３
４
５
３
４
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

く
く
く
く

ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

５
７
８
９
８
３
３
６
６
７
０
１
６
０
３
１
３
４
０
８
７
５
５
８
３
４
５
５
１
４
１
３
２
０
３
５
７
６
８
４
３
５
１
８
３
７
１
５
８
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
４
５
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
１
１
０
０
１

く
く
く
く
く

く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

ｃ
ｃ
１
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
１
ｑ
１
ｄ
１
ｑ
云
皿
ａ
ｅ
ｃ
ｃ
１
ｑ
ａ
ａ
ａ
ａ
１
ｄ
Ｃ
ａ
ｃ

１
Ｄ
ｃ
ｃ
１
ｄ
ａ

７
．

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅲ
ａ
ａ
ｃ
１
ｂ
ｃ
舌
Ⅱ

ａ
ａ
ａ
ｅ

ｃ
ａ

７
．
７
．

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅳ
Ⅳ
ｃ
１
０

７
．

１
Ｉ

石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
ト
ト
石
石
石
石
ト
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
髄
石
髄
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
卜
石
石
石
石

曜
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
声
←
呂
呂
呂
呂
←
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
曜
呂
呂
曜
呂
曜
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
接
呂
呂
曜
呂

黒
下
下
下
下
下
下
下
下
下
チ
チ
下
下
下
下
チ
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
玉
下
玉
黒
下
下
黒
下
黒
下
下
下
下
下
下
下
下
チ
下
下
黒
下

89-80

8９－８４

８９－８５

８９－８３

8９－８６

9０－１１１

９０－１１２

9１－５

9２－２４

８９－８８

９２－２６

９２－３７

9１－１１

9１－８

9２－３３
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番号 出士区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

６
７
６
５
６
７
６
６
６
７
７
７
７
８
５
４
８
７
７
７
４
７
４
４
６
５
５
５
８
７
６
７
６
８
８
６
７
７
２
０
２
２
２
１
０
１
１
２
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

３
５
７
１
３
７
８
１
６
９
０
１
３
６
９
５
６
９
２
４
５
０
６
８
０
７
１
２
３
５
９
６
９
２
５
７
７
８
９
１
４
５
９
３
２
５
０
１
１
６

３
３
３
４
４
４
４
５
５
５
６
６
６
６
６
７
７
７
８
８
８
９
９
９
０
１
３
５
５
５
５
６
７
８
８
８
９
９
０
１
１
１
１
２
０
１
２
２
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
８
８

ｊ
ｊ
Ｊ
１
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ

６
６
４
４
４
４
０
２
４
３
１
７
８
２
４
４
５
０
６
９
３
３
５
９
２
６
２
６
８
９
６
４
３
１
１
６
８
６
２
８
５
２
２
２
８
０
１
３
８
７

●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●

１
１
１
１
１
２
２
２
１
２
２
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２
３
３
１
２
１
２
１
３
２
１
１
１
２
１
２
１
１
３
１
２
２
３
１
２
２
４
１
１
１

く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
Ｊ

ｊ

０
３
９
８
０
２
２
３
１
９
１
０
３
９
４
９
９
２
８
６
０
１
１
９
４
３
４
７
３
０
１
９
９
２
０
７
６
２
５
１
３
５
４
９
４
４
５
９
２
０

の
■
●
●
●
●
■
●
●
ｃ
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
⑰
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
□
●
●

１
１
０
０
１
１
１
１
１
０
１
１
１
０
１
０
０
１
０
１
１
２
２
０
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
０
１
１
１
１
１
１
０
１
１
２
０
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く

く
く

く

４
３
３
２
３
４
４
４
４
４
２
３
２
２
２
３
４
４
２
４
４
６
８
３
４
４
４
３
５
６
３
３
２
３
２
５
２
３
５
３
４
４
４
２
７
４
２
３
２
２

■
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
◆
の
の
■
■
■
●
●
●
●
●
■
●
●
●
の
の
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ

６
４
３
３
３
１
１
８
５
６
３
３
４
２
３
３
４
８
３
２
５
０
７
３
９
６
９
８
１
６
４
２
１
４
１
８
３
４
９
６
１
９
５
１
３
７
３
３
３
３

●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
ｃ
●
●
の
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
■
●
●
●

０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
４
５
０
０
０
０
０
２
１
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
１
０
１
０
２
０
８
０
０
０

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く

１
０
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ｃ
１
ｑ
ａ
ａ
ａ
１
ｑ
ａ
ａ
ｃ
１
Ｄ
１
０
ｃ
ｃ
Ｃ
ａ

７
．

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅲ
Ⅳ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅳ
Ⅳ
ａ
ａ
１
Ｄ
Ｃ
ａ
１
Ｏ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ⅳ
ａＩ
Ⅳ
Ⅳ
Ｃ
Ｃ

Ｉ
Ｉ

Ⅳ
ｃＩ
Ⅳ
Ｃ
Ⅲ
Ⅲ
ａ
ａ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

石
髄
石
石
石
卜
石
石
卜
石
石
石
石
卜
石
石
石
石
石
石
石
髄
卜
石
卜
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
岩
石
石
石
石
ト
石
卜
石
卜
石
石
石
石
石

呂
呂
呂
呂
袴
呂
呂
←
呂
曜
呂
呂
←
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
一
呂
一
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
灰
呂
呂
呂
曜
乍
呂
←
呂
一
呂
呂
呂
呂
呂

下
玉
下
下
下
チ
下
下
チ
下
黒
下
下
チ
下
下
下
下
下
下
下
玉
チ
下
チ
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
凝
下
下
下
黒
チ
下
チ
下
チ
下
下
下
下
下

２
０
０
９

２
２
３
２

１
１
２
２

９
９
９
９
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石錐

1９

[１８

[1６

[）§ｍＺｌ

１９

８

可
－
－
４

Ｆ
Ｌ

4）’（(１８）｜（14

3）｜（

)）’（ｌＣ

５１１０１（

5）’10｜（1６

い’（(１９）｜（

5）’（０４）｜（

【)）’（(１７）’（（

／

１
－
ヨ

Ｆ
」

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

佃
肥
Ⅳ
肥
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
旧
灯
Ⅳ
肥
Ⅳ
Ⅳ
採
採

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
表
表

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

２
３
０
６
２
４
５
４
５
８
９
２
８
６
３
６
６
９
０
１
２

２
２
３
３
５
５
５
６
６
６
６
９
９
０
２
２
３
４
５

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

７
６
４
０
６
４
４
４
３
７
２
３
２
９
０
６
６
０
５
５
０

●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●

１
２
１
２
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
３
１
２
ｌ

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
１
Ｊ

２
６
８
１
２
４
９
８
９
８
６
１
８
６
１
９
０
２
８
６
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■

１
１
０
１
１
１
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
１
１
０
１
１

Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

ｊ

３
６
３
３
３
３
３
２
２
４
２
２
２
３
４
４
２
５
３
３
２

●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
の
●
●
Ｂ
■
●
●
●
●
■
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

く

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

５
８
３
５
４
９
２
１
１
３
２
２
１
３
６
４
３
２
３
４
３

０
●
■
●
●
●
●
■
の
●
●
の
●
●
●
●
④
■
●
●
■

０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０

く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｃ
ａ
１
ｄ
ａ

ａ
１
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｃ

７
。
７
．

７
．
７
．

１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石

呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
曜

下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
黒

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２

４
４
５
７
７
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
皿
咀
咀
Ⅲ
Ⅲ
旧
岨
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

●
●

３
３

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

８
８

１
１

ｌ
１

Ｂ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅲ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

８３Ｐ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

０
８
８
６
６
５
２
４
７
５
６
７
１
０
９
９
１
２
４
７
２
３
７
５
６

１
６
１
０
５
６
６
９
８
８
８
０
１
１
１
２
２
２
９
３
３
０
６
５

６
６

７
６
６
１
１
１
３

８
８
８

４
８
８
６

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

７
３
９
４
７
１
６
７
６
４
７
０
０
８
０
２
６
５
６
６
８
６
０
４
２

●
●
①
●
■
の
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
５
１
４
３
２
３
２
３
２
３
３
２
２
３
３
４
３
２
３
１
１
２
２
３

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

９
１
５
３
９
１
３
１
７
８
１
８
０
４
３
３
１
１
０
０
９
４
７
６
９

●
●
①
●
●
●
●
の
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
■

０
１
１
１
０
１
１
１
１
０
１
０
１
３
１
１
１
１
１
１
０
０
０
１
０

く
く

く
く
く
く
く
く

く
く
く

く
く
く
く

ｊ
ｊ

３
８
６
９
５
４
８
５
７
４
７
４
５
８
５
８
７
６
７
６
５
３
５
６
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
６
●
●
●
●
●
●
已
已
●
●
●
■

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

く
く

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

８
６
６
３
６
９
３
８
１
０
０
４
３
３
０
３
５
０
９
６
１
１
６
１
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
の
●
●
●
Ｇ
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●

０
５
１
６
１
０
３
１
３
１
４
１
１
４
２
３
４
２
１
２
１
０
０
２
ｌ

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く

１
，

１
，
ａ
１
ｂ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
，
１
，
１
，
１
，

１
ｂ
１
Ｄ
ａ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
ｂ

？
Ｉ

Ｉ
７
．

１
Ｉ
？

？
．
７
．

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

髄
ト
ト
石
石
石
石
卜
石
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
石
石
髄
ト
石
髄
石
石
石

’
一

ヤ
ヤ
呂
呂
呂
呂

ヤ
呂
’
一
一
｜
｜
｜
｜

ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
ヤ
呂
呂

ヤ
曜
呂
呂
呂

玉
チ
チ
下
下
下
下
チ
下
チ
チ
チ
チ
チ
チ
チ
下
下
玉
チ
黒
壬
下
下
下

９
Ｍ

２
３

０
９

４
４

５
４

４
４

６
６

３
３

８
８

８
８

９
９
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７

Ⅳ
Ⅳ
旧
肥
田
旧
５
６
６
８
８
８
８
８
８
９
９
９
Ⅷ
Ⅵ
皿
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
皿
咀
咀
旧
Ｍ
Ｍ
Ｍ
旧
旧
旧
旧
旧
旧
旧
肥
田
別
肥
朋
Ⅳ
田
Ⅳ
旧
旧
旧
肥

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

２
１

Ⅲ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
朋
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ Ｓ

５３Ｐ

ｌ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ

０
６
１
４
９
０
０
４
７
０
１
８
９
０
９
８
９
９
３
０
１
１
１
２
７
８
９
９
１
４
３
３
７
７
７
６
３
７
５
７
３
２
２
２
６
８
３
４
２
４

６
５
９
３
８
６
８
３
３
２
４
３
３
２
２
１
８
６
６
３
３
２
２
２
４
１
１
５

８
１
１
３
３
２
６
８

１
１
２
２

４
２
５
６

１
１
３
４

１
１
２
１
３
３
１
１
１
１
１

４
４
２

１

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
１
ｊ

４
４
０
９
５
８
３
１
１
４
１
２
０
４
８
５
８
０
６
１
７
６
３
８
９
４
０
１
１
６
３
１
２
１
２
１
０
５
６
７
戸
Ｉ
３
１
０
９
５
６
２
０
８

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｏ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●

２
３
３
２
３
２
２
３
５
２
２
３
３
２
３
２
３
２
３
２
２
２
３
２
２
２
２
２
４
２
３
２
２
３
２
２
２
２
２
２
４
３
３
３
１
１
３
３
３
ｌ

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

６
０
６
４
１
９
１
１
１
９
８
１
２
２
０
６
５
６
０
１
５
９
８
９
２
９
７
０
５
８
１
８
６
９
１
７
４
１
４
９
４
３
０
９
７
７
２
４
８
７

●
●
●
■
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
■
●
●
■
●
●
の
●
Ｃ

ｌ
１
０
０
１
０
１
１
１
１
０
１
１
１
１
２
１
０
１
１
１
０
１
０
１
０
０
１
０
０
１
０
１
１
１
０
０
１
１
０
１
１
３
０
０
０
１
１
０
０

く
く
く
く
く
く
く

く
く
く

く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

６
７
５
４
３
５
３
９
７
１
３
４
７
４
６
６
９
３
７
２
６
４
６
５
８
３
３
２
６
４
５
３
５
５
４
２
２
１
７
２
５
８
８
５
２
４
７
５
６
４

●
■
●
■
●
●
●
●
●
●
一
○
〃
●
●
⑪
●
●
●
●
●
●
●
●
●
巳
●
ロ
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
巳
□
●
●
●
●
●
の
●
●
の
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

く
く

く
く

く
く
く
く

、
１
１
／
、
、
Ｉ
／
、
１
Ｊ
／
、
Ｈ
１
／
、
１
Ｊ
／
、
１
Ｊ
／
、
１
Ｊ
ノ
、
１
Ｊ
ノ
、
Ⅱ
Ｊ
／
、
１
Ｊ
／
、
Ⅱ
ｊ
／
、
１
１
／
、
、
ｌ
ノ
、
１
Ｊ
／

、
Ⅱ
Ｊ
／
、
、
ｊ
ノ
、
、
リ
ノ
、
Ｂ
ｊ
ノ
、
Ｈ
１
ノ
、
、
ｌ
／

、
１
Ｊ
／
、
Ⅲ
Ｉ
／
、
Ｈ
１
ノ
、
１
Ｊ
／
、
、
Ｉ
／
、
、
ｌ
／

、
ｎ
Ｊ
／

、
、
ｌ
／
、
、
Ｉ
／
、
、
ｊ
ノ
、
、
Ｉ
ノ
、
Ｊ
ノ
、
、
Ｉ
／
、
、
Ｉ
ノ
ェ
、
ｌ
ノ

８
６
８
２
４
５
３
１
１
２
９
３
３
２
７
０
９
４
９
８
６
３
５
９
７
０
８
６
８
０
６
６
６
８
３
３
１
６
７
１
８
６
９
２
４
４
６
１
４
６

●
●
●
■
■
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
１
１
１
１
１
３
３
４
０
２
２
１
２
３
５
０
０
０
２
１
４
１
３
１
０
０
２
１
２
０
１
２
１
０
０
０
１
１
３
３
４
１
０
０
２
２
１
０

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
し

し
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く

く
く
ｌ
く
く
く
く
く
く

１
，
ａ
１
Ｄ
ａ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
ａ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
，

１
，
１
，
ａ

？
１

７
．
？
Ｉ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
川
肌
肌
川
川
川
ｎ
Ｍ
肌
肌
Ｉ
Ⅲ

７
．

ｂ
ｂ
ｂ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
１
ｂ
ａ
ａ
１
ｂ
１
ｂ
１
ｂ
１
，

１
，

１
７
。
Ｉ
？

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

石
石
石
石
卜
髄
ト
ト
石
卜
卜
岩
ト
ト
ト
ト
ト
髄
石
石
髄
ト
ト
石
ト
ト
石
髄
髄
石
ト
ト
ト
髄
卜
石
髄
髄
石
石
石
ト
ト
石
髄
石
髄
卜
石
石

呂
呂
呂
呂
声
缶
←
呂
症
缶
一
帯
←
←
鈩
呂
呂
鈩
鈩
呂
←
←
呂

呂
←
袴
←
←
呂

呂
呂
呂
症
←
呂
呂
一
呂
呂

下
下
下
下
チ
玉
チ
チ
下
チ
チ
頁
チ
チ
チ
チ
チ
玉
下
下
玉
チ
チ
下
チ
チ
下
玉
玉
下
チ
チ
チ
玉
チ
下
玉
玉
下
下
下
チ
チ
下
玉
下
張
チ
下
下

9３－５５

９３－５２

9３－４７

8５－２０

9０－１０４

9３－４４

9３－５１

９３－５７

９３－５３

9３－５４

8８－６３

9０－１０６

9３－５６

8９－８１

9３－４５



200

石匙

’
１
２
３
４

ピエス・エスキーユ

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９

肥
肥
胆
肥
旧
Ⅳ
Ｍ
灯
旧
Ⅳ
Ⅳ
咀
凹
血
Ｅ
ｍ
７
肥
Ⅳ
Ⅳ
採

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
表

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

２
６
１
４
０
３
１
１
６
５
９
７
０
８
０
６
２
３
０
２
８

３
３
４
５
８
８
１
６
７
９
９
０
１
１
２
０
０
４
２
２

１
１
１
１
１
２
２
２
２
３
４
８
９
９

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

１
５
３
４
２
６
８
４
４
０
６
７
３
２
７
７
０
２
３
８
７

●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｂ
●
●
●
の
●
●
●
●
●

３
２
２
２
３
３
１
３
３
３
４
３
３
５
２
３
３
４
２
３
２

く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ

３
５
０
５
２
３
６
７
２
９
０
９
７
５
８
７
９
２
８
１
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
■
の
■
●
●
●
●
の
●
●

１
０
１
１
１
１
０
０
１
０
１
０
０
１
０
１
０
１
０
１
１

く
く
く
く
く
く
く

く
く

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

６
３
３
５
９
３
２
６
８
７
６
６
５
９
５
０
６
７
４
６
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

６
５
７
３
６
８
３
２
３
８
２
５
１
５
１
１
４
２
６
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
■
●
■
●
●
●
●
の

２
０
０
２
２
０
０
１
３
１
３
１
１
５
１
６
１
３
０
２
３

く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く

、
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ
１
Ｄ

ａ
１
Ｄ
Ｔ
Ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
１
，
ａ
ａ
ａ
１
Ｄ

Ｉ
？

７
．

１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

石
石
石
ト
石
石
卜
石
石
石
石
石
石
石
ト
ト
ト
石
石
石
ト

呂
呂
呂
声
呂
呂
症
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
一
Ｆ
←
呂
呂
呂
鈩

下
下
下
チ
下
下
チ
下
下
下
下
下
下
下
チ
チ
チ
下
下
下
チ

３
６
８

４
４
４

３
３
３

９
９
９

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４

Ａｌ９

Ｂ３・４

Ｂ３．４

Ｃ２１

Ⅱ

ＳＢ１

ＳＢ１

Ｃ２１

７２９

６２４

６４２

６９９

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

２
０
７
５

３
４
４
２

く
く
く
く

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

４
６
０
６

●
●
●
●

３
４
５
５

く
く
く
く

Ｊ
Ｊ

８
７
８
７

●
●
●
■

０
０
０
０

く
く

の
①
①
Ｄ

■
●
●
０

８
２
４
８

く
０
０
く

チャート

下呂石

珪質頁岩

下呂石

８
１
９

５
１
５

３
４
３

９
８
９

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

４
４
４
５
５
６
７
８
８
９
９
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｅ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

０
２
２

１

Ⅱ
Ｋ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

１
３
３
９
６
０
１
０
９
４
３
０
７
９
２

５
１
４
３
７
６
１
６
０
２
４
７
５
５

３
５
７
１
２
８
８

９
６
４
５
０
６
８
２
３
４
４
０
４
７
７

●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
２
３
２
２
２
２
２
２
２
３
３
２
３

８
５
１
３
１
２
５
０
１
１
５
２
４
８
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
１
２
１
１
３
１
２
２
２
２
２
２
１
２

８
６
０
１
９
７
０
２
５
１
５
８
１
６
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｃ
●
●
●
■
●

０
０
１
１
０
０
１
１
０
１
０
０
１
０
１

２
６
７
４
８
７
８
６
１
５
７
８
７
３
２

■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
■

２
１
５
５
１
５
４
６
３
５
３
６
８
３
１
１

髄
石
髄
石
石
石
石
髄
石
髄
石
石
髄
髄
石

呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂

呂

玉
下
玉
下
下
下
下
玉
下
玉
下
下
玉
玉
下

９
４
２
２

２
７

２
６
７
３

６
６

６
４
４
６

４
４

８
９
９
８

９
９
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６

⑫
旭
凹
ｕ
Ｍ
ｕ
ｕ
Ｍ
咀
咀
旧
旧
胆
旧
肥
肥
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
旧
旧
岨
４
５
５
６
８
８
８
９
ｍ
Ⅱ
ｕ
ｕ
胆
旧
胆
旧
旧
旧
肥
四
四
別
別
〃
４

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ

９
９
０

１
１
２

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

８３Ｐ

１
３

６
１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ｋ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

６
２
８
１
４
７
３
３
４
３
９
３
２
６
３
５
６
３
９
７
７
０
６
０
３
８
９
３
８
１
５
９
６
３
１
０
２
６
５
９
４
３
９
９
９
６
８
７
９
１

２
０
７
８
２
２
３
３
１
１
３
２
５
６
２
６
７
０
１
２
９
９
４
９
７
１
２
１
４
０
２
４
６
１
６
５
２
１
８
３
３
２
３
２

３
７

１
４
６
６

２
１
１

５
３
４
１
２
８
３

１
１
２

１
７
２

１
１

５
１
５
１
５
８
２
０
４
８
３
６
６
９
８
９
１
０
０
９
７
０
２
７
８
８
９
８
０
６
８
０
１
１
９
６
９
７
７
２
６
０
８
６
１
７
９
５
４
０

■
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●
■
●
●
、
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■

２
４
２
３
３
１
２
３
３
１
２
２
２
１
１
２
３
３
２
１
１
３
３
２
３
１
１
１
２
２
１
２
２
２
１
４
２
２
２
２
２
３
２
５
２
２
２
２
３
２

４
４
９
２
４
５
２
６
７
７
３
９
６
７
９
５
２
５
５
５
２
７
３
８
０
７
７
１
２
２
７
６
２
５
０
２
２
３
２
０
５
４
８
６
０
１
３
２
２
９

●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
■
の
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
１
０
２
２
１
２
２
１
１
１
１
２
１
１
３
２
２
１
１
１
１
２
１
２
１
１
１
２
２
１
２
１
２
２
２
１
１
２
２
１
１
１
２
２
２
３
２
１
１

５
７
６
６
４
６
７
０
９
６
５
１
２
５
５
１
０
０
５
４
４
０
２
７
９
９
５
５
８
３
７
５
９
７
２
８
０
５
６
６
８
８
８
５
６
０
５
５
１
５

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
■

０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
１
１
０
０
１
１
１
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
１
０

９
６
４
３
２
９
３
６
４
０
０
８
９
８
１
６
７
３
４
６
８
０
１
４
５
３
１
０
８
８
６
７
４
７
５
２
５
６
３
１
５
５
８
２
７
４
６
３
６
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
の
●
●
●
●
●
ｏ
●
●
●
●
●
●
句
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
Ｃ
Ｄ
●

３
４
１
５
１
１
３
８
４
２
２
５
７
１
２
２
７
７
１
１
０
５
８
３
９
２
２
１
３
７
３
２
２
３
１
８
３
２
３
３
３
３
３
８
２
５
６
３
４
２

１
１

１

卜
石
石
ト
髄
卜
髄
髄
石
石
石
髄
石
石
石
石
石
石
卜
髄
石
石
石
石
髄
髄
石
髄
髄
石
石
髄
石
髄
髄
ト
ト
ト
髄
卜
髄
石
石
卜
髄
髄
卜
石
石
ト

ヤ
呂
呂
ヤ
ヤ

呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂
呂

ヤ
曜
呂
呂
呂

呂
呂
呂
呂

｜
｜
｜

ヤ
ヤ
ヤ

ヤ
呂
呂
ヤ
ヤ

呂
呂

ヤ

チ
下
下
チ
玉
チ
玉
玉
下
下
下
玉
下
下
下
下
下
下
チ
玉
黒
下
下
下
玉
玉
下
玉
玉
下
下
玉
下
玉
玉
チ
チ
チ
玉
チ
玉
下
ド
チ
玉
玉
チ
下
下
チ

０
８
７
６
３

６
６
３
５
０

５
４

９
４
９

７
３

１

７
６
４
４
５

６
７
６
６
６

７
７

６
６
６

８
７

６

４
４
７
７
７

４
４
４
４
４

４
４

４
８
８

９
４

４
９

９
８
８
８

９
９
９
９
９

９
９

９
８
８

８
９

９
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甲:図聖一

へラ形石器
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

６
７
８
９
０
１

６
６
６
６
７
７

１
４
４
４
７
７

２
２
２
２
２
２

Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

２
７
３
４
８
１

１
１
９
１

１

３
４
１
０
８
１

３
２
２
３
２
２

３
７
７
４
８
１

０
●
●
●
●
●

２
１
１
２
１
１

７
６
６
７
０
５

●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
１
０

７
９
４
４
５
２

●
●
●
●
●
■

５
２
２
５
６
１

玉髄

チャート

下呂石

下呂石

玉髄

下呂石

9４－７１

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

３
４
８
８
Ｍ
旧
旧
Ⅳ
皿
咀
咀
別

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｅ

９１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ

４
８
７
３
４
１
７
８
５
５
８
８

６
７
７
１

３
９
４
５
３
２

３
３
２
７

７
１
４
７

１ ２
３
９
９
４
８
８
９
５
０
５
２

●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
▲

２
４
３
２
２
２
２
１
２
２
３
２

７
９
３
５
０
２
３
６
０
８
２
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■

１
１
２
２
２
２
１
１
２
１
２
１

７
７
９
８
０
９
９
５
１
７
９
０

●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
の
●

０
０
０
０
１
０
０
０
１
０
０
１

８
２
３
２
３
６
２
４
９
９
４
０

●
●
●
■
●
■
●
■
●
●
●
二

２
７
８
５
５
５
３
１
４
２
５
３

髄
石
石
石
石
石
石
卜
石
石
髄
髄

呂
呂
呂
呂
呂
呂

ヤ
呂
呂

玉
下
下
下
下
下
下
チ
下
下
玉
玉

０
８
７
１

８
２
９

８
４
７
８

７
８
７

５
７
５
５

５
５
５

９
８
９
９

９
９
９

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
７
８
９
旧
咀
咀
咀
Ⅳ
７
Ⅲ
皿
旧
別
別
別
皿
Ｗ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｂ

８１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ

４
９
５
４
３
９
５
７
５
７
０
６
８
２
５
２
５
３

６
４
１
１
２
２
９
２
５
５
４
５
５
８
１
８
４
２

１
７

３
４

３
３
－
２

ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｊ

５
６
９
２
５
４
９
９
２
２
７
１
８
１
２
４
ｌ

●
●
●
●
●
■
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
６
１
４
１
３
４
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３

く
く
く
く
く
く
く
く
く

く

ｊ７３く

ｊ

３
０
●
●

１
４
く

ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ

８
２
８
３
０
２
８
８
３
８
１
２
３
２
３

●
■
□
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●

１
２
０
２
４
２
２
１
２
１
４
３
２
４
３

く
く
く
く
く

く

Ｊ８３く

Ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

ｊ

３
０
４
９
２
８
８
８
６
６
８
４
２
６
８
９
０

■
●
●
●
●
句
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
１

く
く

く
く
く
く

く

ｊ９０く

ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

ｊ

０
８
８
４
４
５
５
１
０
３
６
７
９
９
６
６
１

の
●
●
●
●
●
●
●
白
Ｃ
Ｏ
●
●
●
①
●
●

２
６
１
０
０
５
４
４
３
２
５
３
２
６
５
３
１

２
く
１
く
く
１
く
く
く
く
２

１
１

く
く

く

ｊ５４１く

下呂石

下呂石

下呂石

チャート

下呂石

チャート

下呂石

チャート

チャート

チャート

下呂石

チャート

チャート

チャート

下呂石

チャート

チャート

チャート

４
５

４
３

４
８

８
８

６
５

５
５

８
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掻器

打製石斧

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６

７
６
田
別
別
Ⅳ

Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｂ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

８
０
０
６
０
９

７
２
０
４
６

４

９
２
８
１
５
０

４
４
５
４
３
４

２
４
９
８
９
４

２
２
６
１
２
２

７
０
７
８
６
８

０
１
１
０
０
０

６
３
５
４
２
０

９
０
０
４
５
７

１
６

下．呂石

下呂石

下呂石

下呂石

下呂石

チャート

６
７

８
８

５
５

９
９

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４

９
９
９
９
９
９
９
４
４
５
５
６
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
Ｍ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

イ
ー
上
イ
ー
上
イ
ー
上
イ
ー
上
イ
ー
上
１
１
１
利
Ｉ
几
●
●

、
く
リ
ハ
ペ
Ｕ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

１
１

７１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ
Ｓ

Ｓ

３
４
０
１
４
９
０
５
６
６
０
５
７
８
１
４
１
３
６
７
３
４
４
５
２
３
４
８
９
７
３
２
２
８
９
２
４
１
５
６

１
１
２
２
３
３
４
６
６
１
５
７
０
５
４
４
１
５
０
０
７
７
５
０
５
５
５
７
７
９
５
４
６
９
９
５
０
５
０
０

３
３
７
７
９
２
２
６
６
２
２
１
４
５
６
７
２
２
２
２
３
５
６
６
６

２
２
３
３
６
８
８
０
０

１
１

１
１

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

２
７
５
２
２
０
０
８
３
４
６
５
５
２
５
０
７
０
６
３
５
２
３
３
５
１
０
８
３
５
９
７
６
７
８
０
５
４
３
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●
の
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
９
０
７
９
９
１
１
０
６
８
２
９
２
９
６
２
７
５
１
２
３
０
１
１
９
１
１
１
８
９
５
７
０
４
１
７
１
６
０

く
く
１
ｌ
く
く
１
１
１
Ｉ
く
１
く
１
く
く
１
く
１
１
１
１
１
１
１
く
１
１
１
く
く
く
１
１
１
く
１
く
ｌ

く
く
く

く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く

ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

７
８
３
３
２
０
２
４
４
２
７
９
１
０
３
８
３
７
７
３
４
０
４
３
６
２
７
３
３
４
７
０
３
６
４
５
７
４
６
５

の
●
●
●
の
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
白

３
３
６
６
４
６
６
５
５
５
４
５
４
６
５
５
６
５
６
５
７
８
５
５
５
５
５
５
５
４
５
６
５
６
７
５
５
５
６
６

く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

８
５
１
３
４
８
６
４
４
３
９
４
６
９
４
５
０
３
４
９
１
３
７
３
６
４
９
７
３
１
３
６
２
５
０
４
９
９
３
９

●
●
●
Ｃ
●
■
●
■
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
の
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●

０
１
２
３
１
１
２
２
２
３
０
２
１
２
２
２
３
１
３
１
３
３
１
２
１
１
１
２
１
１
１
１
１
３
３
２
２
１
２
２

く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

７
１
９
４
７
２
８
７
７
４
３
１
４
７
９
５
８
７
４
０
６
９
４
８
５
９
８
７
９
８
０
９
６
６
１
０
２
９
６
４

●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｏ
●
巴
●
●
●
●
●
●

５
５
９
０
７
９
２
７
９
０
７
９
１
８
３
５
９
４
４
５
９
１
６
４
３
９
３
０
８
３
６
９
８
５
１
３
８
０
１
４

３
７
０
０
６
９
８
０
５
６
４
８
９
１
５
１
６
７
９
５
７
５
０
７
４
８
４
９
９
５
９
６
５
０
１
６
９
５
２
０

く
く
２
４
く
１
１
１
１
く
ｌ
く
２
１
１
２
く
２
１
２
３
１
１
１
く
１
ｌ
く
く
く
く
４
４
ｌ
く
１
１
２

く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

緑色片岩

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

砂岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

砂岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石「

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

9９－１２５

8４－１４

9８－１０７

9８－１１７

9８－１１３

９８－１０５

９８－１１１

９９－１２０

8６－３７
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旱:図器一番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９

ｕ
田
旧
Ⅱ
Ⅲ
肥
田
旧
岨
岨
旧
皿
旧
旧
旧
旧
旧
四
四
四
旧
咀
５
６
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
９
ｍ
ｍ
Ⅱ
Ⅱ
凹
咀
旧
Ｍ
ｕ
阻
旧
胆
肥
肥

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

９１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ
Ｋ
Ｓ

８３Ｐ

１
１
２

Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ｋ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

４
６
２
５
９
７
７
８
９
４
５
６
７
８
６
７
８
１
２
７
８
９
９
０
９
０
４
９
５
６
１
９
０
１
１
４
３
４
２
９
７
８
８
４
８
７
４
１
２
１

９
４
０
９
４
５
０
０
７
１
１
１
１
１
３
３
３
７
７
２
２
２
６
１
１
２
５
９
２
２
２
１
２
２
２
２
５
５
４
６
４
５
９
２
４
３
３
２
４
３

３
２

６
６
２
２
２
２
２
５
５
５
６
６
８
８
８

１
４
４
３
３
３
１
３
３

１
１

１
１
１

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ

１
６
６
３
１
０
１
５
１
１
８
８
４
０
３
４
０
２
０
１
０
８
５
７
３
３
５
７
８
２
２
５
４
３
２
１
３
７
１
１
５
９
６
１
５
３
５
６
８
１

●
●
■
■
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●

７
０
９
８
９
８
５
９
９
１
０
９
７
９
９
２
６
８
１
１
３
９
８
７
０
７
９
０
４
１
４
９
０
８
６
９
５
８
４
１
３
７
８
０
８
２
９
５
１
２

く
１
く
く
く
く
１
く
Ｉ
１
１
く
く
く
１
く
く
１
１
１
く
く
１
ｌ
く
１
１
１
く
ｌ

く
く
く
１
１
ｌ
く
１
１
く
１
１

く
く

く
く

く
く
く

く
く

く
く
く

く

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

４
７
５
４
６
２
６
８
３
６
８
３
２
２
７
７
１
３
３
１
９
８
３
３
１
６
６
３
４
０
２
２
１
６
８
５
２
０
５
０
０
６
９
８
７
２
９
１
４
７

●
●
■
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
巴
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
４
５
５
５
５
８
４
５
６
６
５
５
４
４
５
４
５
５
５
６
５
５
５
５
９
５
５
５
６
８
４
５
４
３
４
４
４
８
５
７
４
５
５
４
６
５
４
６
６

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｊ

９
４
９
８
２
２
７
１
８
８
４
９
６
７
８
３
９
４
６
９
３
１
０
４
５
７
２
８
１
４
２
３
６
２
７
６
１
３
１
２
７
１
６
４
０
７
２
３
７
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
の
の
●
●
●
●
●
●
●
の
巳
●

６
１
１
２
２
２
３
２
２
２
３
１
２
１
１
２
２
１
２
１
３
３
２
２
２
３
１
１
１
１
３
１
１
１
０
２
１
１
３
２
２
２
１
１
１
３
２
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く

く

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｌ

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

Ｊ

７
０
９
１
９
０
５
３
９
７
２
２
２
４
９
６
５
６
１
５
３
８
０
８
６
１
１
０
７
８
５
７
９
４
６
９
９
９
７
７
０
１
８
０
９
６
０
９
０
４

●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
ｃ
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
●
●
の
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

９
４
１
７
５
９
７
８
６
８
０
０
３
５
６
０
７
３
８
９
１
８
５
７
５
５
８
４
８
４
０
８
３
８
５
４
３
２
５
３
０
０
０
５
１
５
８
６
４
０

２
９
３
４
４
０
９
２
６
５
７
１
４
７
８
１
９
９
７
１
３
２
１
１
５
３
８
０
３
３
６
５
０
４
２
０
３
５
５
４
２
０
１
９
６
３
５
３
３
６

く
く
１
１
１
１
５
１
１
２
２
１
１
く
２
く
く
１
１
３
２
１
１
１
５
く
１
１
３
く
１

１
く
く
４
１
２
１
１
く
３
１
く
１
１

Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く

く
く

く
く
く
く

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｃ

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

緑色片岩

凝灰

凝灰

凝灰

凝灰

凝灰

凝灰

凝灰

凝灰

石
石
石
石
石
石
石
石

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

緑色片岩

凝灰石

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

8７－４９

9８－１０６

9９－１２２

9８－１１２

9９－１２６

9８－１０９

8７－５７

9８－１０４

９８－１１０

9９－１２３

8８－６５

9９－１２１
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９

９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
１
０
０

１
１

２
３
４
５
６

０
０
０
０
０

１
１
１
１
１

７０１

８
９
０
１
２

０
０
１
１
１

１
１
１
１
１

３
４
１
１

１
１

５１１

６
７
１
１

１
１

８１１

９１１

０
１
２

２
２
２

１
１
１

３２１

４
５
６
７
８
９
０
１

２
２
２
２
２
２
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１

２３１

３
４
５

３
３
３

１
１
１

６３１

７
８

３
３

１
１

９３１

０４１

６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

１
１
１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

７
１

３
６

Ｐ
Ｐ

３
３

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｂ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ

Ｓ
Ｓ

２
８
７
８
４
３
５
６
５
８
４
９
９
２
１
６
５
６
２
３
４
５
６
７
８
２
８
４
０
１
２
８
８
９
１
８
９
０
２
０
９
０
１
２
３
４
５
０
７
８

３
０
０
３
４
－
０
５
１

０
３
９
５
２
２
２
３
３
３
３
３
３
６
１
２
５
１
１
１
１
７
７
７
２
３
５
０
４
０
０
０
０
０
０
８
８
８

１
１
１
１

２
８
３
５
６

５
５
５
５
５
５
９
２
３
７

１
１

１
１
５
７
１
４
４
４
４
４
４
７

ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

９
７
５
４
０
４
１
５
５
６
６
６
９
３
７
０
８
６
０
６
０
７
６
２
８
３
３
７
５
９
７
０
９
３
２
３
２
５
２
５
６
３
２
８
１
６
２
８
７
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●

１
６
３
３
０
０
７
９
２
３
９
７
０
９
８
５
０
０
３
１
０
９
１
２
５
１
９
２
１
０
７
８
０
８
９
０
９
０
０
９
９
８
７
５
７
０
１
２
６
８

１
ｌ
く
１
１
く
１
ｌ
く
く
１
く
く
く
１
１
１
１
１
１
１
く
１
１
１
ｌ
く
く
１
く
く
１
く
１
１
く
く
く
く
く
く
１
１
１
く
く

く
く

く
く

く
く
く
く

く
く
く

く
く
く

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

４
６
７
６
４
５
９
１
９
８
６
１
２
６
７
５
０
８
３
０
０
５
３
４
２
０
４
２
５
１
８
３
６
８
３
４
４
６
８
５
２
８
５
３
５
８
７
２
０
５

●
●
の
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

７
４
６
５
５
５
４
４
４
４
４
４
５
５
４
６
５
４
６
５
５
４
５
６
４
４
４
５
７
５
５
５
４
５
４
５
５
４
４
５
５
６
５
４
３
４
４
５
５
４

く
く
く
く

く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

６
５
６
４
１
３
０
６
５
４
５
２
２
８
２
０
２
４
７
７
１
２
０
５
２
８
２
１
９
０
２
８
２
１
６
１
６
３
０
５
０
６
２
８
３
３
３
９
３
９

●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
●
の
●
の
●
□
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●

２
１
２
１
２
２
２
１
２
２
２
１
２
１
１
３
２
２
３
１
２
２
２
３
２
１
２
２
２
２
２
１
２
３
１
３
１
２
２
１
２
１
２
１
１
２
２
１
１
１

く
く
く
く

く
く
く
く
く
く

く
く
く
く
く

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

９
３
１
１
９
６
７
２
６
１
８
０
４
４
０
５
７
９
９
３
１
３
５
７
８
７
６
７
５
６
５
５
９
１
４
５
５
１
９
４
４
１
８
３
５
６
５
８
３
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
Ｃ
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●

７
３
０
１
８
４
７
３
７
２
８
１
５
６
３
８
３
６
２
９
２
６
７
６
７
１
６
２
６
７
２
２
２
２
８
１
６
７
８
９
８
１
６
０
５
６
９
０
４
８

７
５
６
３
４
６
８
７
７
３
１
４
２
２
８
１
４
４
０
１
５
９
６
２
１
３
８
７
１
４
４
１
２
１
９
４
９
２
０
７
６
３
１
５
３
２
２
６
６
８

２
２
く
１
１
く
１
１
１
く
１
１
く
１
１
１
３
１
１
１
３
１
１
１
３
１
１
１
１
２
く
２
く
１
１
く
１
１
１
く
く
１
１
ｌ
く
く

く
く

く
く
く
く

く
く
く
く
く

く
く
く

く
く
く
く
く

く
く
く

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

凝灰石

凝灰石

凝灰石

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

泥岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

砂岩

凝灰石

砂岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

8８－７６

８８－７４

８８－７３

9８－１１４

8５－２２

８５－２３

9８－１１８

９８－１１５

9９－１１９

9８－１０８

9８－１１６

9８－１０３
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番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
２

５
５

１
１

３５１

４５１

５
６
７
８

５
５
５
５

１
１
１
１

９
０
１
２
３
４
５
６

５
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１

７６１

８
９
０
１
２

６
６
７
７
７

１
１
１
１
１

３７１

４
５

７
７

１
１

６
７
７
７

１
１

７
１
１
１
２
４
６
９
９
８
５
６
８
８
８
５
４
７
５
５
７
７
７
８
４
６
７
５
５
８
４
７
７
２
２
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｌ
１

Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

９
４
５
１
７
４
３
２
６
４
２
２
５
１
４
３
４
７
２
３
６
０
２
６
６
７
８
５
９
４
０
４
６
１
２
５
３

８
６
６

２
２
５

４
６
６
７
７
２
２
２
３
３
３
４
４
４
５
５
５
６
６
７
８
８
９
２
２
０
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
８
９

ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

７
２
６
３
３
３
２
４
７
０
９
０
０
０
５
３
９
７
０
１
９
０
８
３
０
８
０
３
２
４
２
６
１
５
６
４
５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
の
●
●
①
●
●

９
９
３
１
６
２
８
９
６
７
５
０
９
０
０
８
１
０
９
２
５
４
２
９
４
０
３
９
９
４
２
６
２
３
０
２
０

く
く
１
１
１
く
く
く
く
く
１
く
１
１
く
１
１
１
１
１
１
く
１
１
１
く
１
２
く
１
１
１
１
１

く
く

く
く

く
く

く
く
く
く

ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

Ｊ

０
５
９
６
６
３
５
７
５
７
２
０
４
１
１
１
５
８
８
８
７
０
０
５
６
３
２
３
０
８
７
５
９
０
２
６
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
ロ
●
●
●
●
Ｓ
●
●
●
●
●

５
８
５
４
４
９
５
４
５
４
６
５
６
５
５
８
５
６
４
５
６
７
６
５
７
５
６
６
６
７
８
４
４
６
４
５
４

く
く

く
く
く
く

く

ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

１
２
６
８
７
２
５
２
２
３
０
２
４
３
６
２
７
４
５
７
７
１
６
５
７
２
１
６
６
１
９
７
４
１
４
３
２

①
●
●
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
の
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
１
０
１
３
１
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
３
１
１
３
４
２
２
２
１
２
２
１
４
２
１
２
２
２
１
１

く
く

く
く
く
く

ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

１
８
９
５
４
７
３
１
３
１
２
６
７
４
２
９
９
７
０
７
９
４
３
０
１
９
３
６
３
７
２
４
２
１
９
７
３

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
■
①
■
●
●
●
●
●

２
９
８
２
４
３
２
１
０
７
８
２
５
５
７
３
５
７
１
０
４
６
０
０
２
８
５
８
０
４
１
５
２
８
０
３
４

８
３
６
５
８
２
７
１
０
９
９
２
５
３
９
９
４
２
９
４
７
３
６
８
３
８
５
８
０
４
６
６
６
１
３
３
６

く
２
１

４
く
１
１
く
く
１
１
１
１
２
３
１
４
４
２
１
３
く
２
１
１
５
７
く
１
２
１
ｌ
Ｉ

く
く
く
く

く
く

く
く

く
く

く
く
く

く
く

Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

緑色片岩

緑色片岩

凝灰石

緑色片岩

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

緑色片岩

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

凝灰石

9９－１２４

9９－１２７
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磨製石斧

番号T圧i孑医Ti蕾~莅T畳iｼﾞ7審号｢長~き-Ｆ禧~｢i章~ざT竜~き~｢男蘋１二石１７｢雨語T隔~署可
先AIビノ4Ｋフモョ

F1

L」

５１１．０１（２８

Ｏ７１ＵＫヒポ又ブ石

７１

Ｊ

8４ａｌ』H27Ｆ

LｌＯＣ

)）｜（４４(］

R
L-J 9.8）ＩＩｂｌ蛇紋羊

8３．８

9）’（０．９）’（６．７）ｌＩｂｌ舵紋

８１０６ olHlヒポ又毛

ｕ９ とｉｌＫヒポ又語

ＫｌＯノｌｌＣ

rｌ

ＬＪ

Ｈ
Ｌｊ

PｎｌＴ２

R
L｣ ３１８）’１２

Ｒ
Ｌ｣ [)）’１２ 弓’１００

8）’（１１８.Ｃ

０８）｜（１６７）ＩＩｂｌ９ｒＦｉ級

[）－０ノ’’＠

「’

し」

8-5）ｌＩａｌｍＦ；紋

[)）’（３８４１１
E】

【】 ５７－８）’１２

9）’０．９１（２８．７）’１２

)］－１３８

「１

Ｊ 8５８

３９］）’１２『
。

ｒ
」

７１
L」

ｎ

k」

「
】

、＿ＪノｌｌＣ

9０４

弓’1０１－１４ｒ１

Ｌ」

ｒｌ

Ｊ

）’０８
ｎ

Ｕ

「
〕

1｜Ｋヒポ又毛

【‐】

[1９

Ｕ

0.2）｜Ｉｂ？｜蛇約

[１９１（ /’

｢’

し 3(）《 Ｍ

89.0）｜Ｉａｌ蛇紋拮

4℃ k」

Ｕ

Ｕ

番号 出土区 層位 遺物番号 長さ 幅 厚さ 重さ 分類 石材 挿図番号 備考

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５

四
四
３
４
４
４
４
６
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
ｍ
Ⅱ
ｕ
ｕ
旧
旧
四
四
四
四
旧
６
７
７
７
８
８
９
ｎ
ｍ
ｍ
⑩
Ⅶ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
血

●
●
●
●

３
３
３
３

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

９
９

１
１
１
１

１
１

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｋ
Ｋ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

２
３
７
９
１
９
０
１
５
９
２
３
４
６
７
８
９
０
５
０
１
８
９
１
９
０
１
０
８
９
３
４
５
０
０
８
５
０
９
２
５
６
７
８
９
２
９
３
３
８

２
２
３
７
３
３
６
９
４
９
１
１
１

０
０
１
５
８
８
９
９
３
６
５
５
１
１
７
７
７
３
２
１
５
０
３
２
６
７
７
７
６
１
３
４
４

７
７
２
５
６
６
６
１
６
６
７
７
７

２
２
２
３

２
２

４
２
６
６
６
８

２
１
１
１
１
１
３
２
２

１

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
７
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

７
１
２
５
２
０
４
６
７
５
２
８
１
４
６
６
３
８
８
４
３
７
０
７
４
６
９
５
０
７
７
２
９
８
７
３
３
３
７
３
０
２
４
０
９
４
３
２
３
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
の
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●

２
７
５
５
８
６
９
３
３
４
７
２
４
４
９
４
８
５
７
８
８
４
６
３
６
０
５
６
５
５
６
４
１
６
４
５
０
４
９
０
５
４
４
６
３
７
８
６
４
８

１
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
１
く
Ｉ

く
く
く
く
く
く
１
く
１
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く

６
６
の
Ｄ

ａ
２
３
４
く
く

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

０
２
１
７
７
８

●
●
◆
●
●
Ｓ

５
３
５
２
３
ｌ

く
く
く
く
く
く

ｊ
Ｊ
１
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

７
９
８
０
２
０
８
８
９
２
７
７
７
２
２
７
９

①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
１
１
２
３
３
４
４
２
４
４
２
５
１
４
６
３

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ
Ｊ

９
５
０
５

●
●
●
●

２
２
５
５

く
く

ｊ
Ｊ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ

８
６
６
８
９
０
０
６
３
５
３
３
０
９
０
３
２
８
７

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●

４
２
３
４
２
５
３
４
５
３
３
４
４
０
３
４
３
２
５

く
く

く
く
し
く

く

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ

３
０
２
０
１
２
７
１
０
７
３
９
６
９
１
３
１
１
３
８
８
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
⑪
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
①

３
１
１
２
２
１
２
１
２
０
２
０
０
０
３
１
２
２
１
１
１
０

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

Ｊ３
●

２く

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｊ
ｊ

Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

７
４
０
７
９
０
２
１
３
９
３
０
０
４
８
９
０
２
０
７
０
４
０
４
４
２
８

①
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
Ｃ
ｅ
ｃ
●
の
●
●
●
■
●
●
■
●
●

０
２
３
２
０
１
２
３
２
０
１
２
１
２
０
１
３
１
１
１
２
０
２
１
１
１
２

く
く
く
く

く
く

く
く
く
く
く
く

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
７
５
３
７
２
９
３
０
８
８
７
１
５
３
３
９
８
４
０
０
７
８
５
５
０
８
７
２
８
７
１
３
５
４
６
４
５
２
９
１
２
５
８
４
６
０
７
６
５

●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
⑧
●
●
●
●
●
●
■
●
◆
●
●
ｐ
●
●
●
●
●
●
●
●

５
８
３
３
７
４
９
７
４
９
３
６
７
３
６
１
１
１
３
７
８
６
６
３
８
４
７
８
０
５
７
９
７
８
０
４
７
４
１
０
５
０
６
１
３
０
９
６
２
５

４
２
３
７
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